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CA 製品リファレンス 

このマニュアル セットは、以下の CA 製品を参照します。 

 BrightStor® Enterprise Backup 
 

 CA Antivirus 

 CA ARCserve® Assured Recovery™ 

 CA ARCserve® Backup Agent for Advantage™ Ingres® 

 CA ARCserve® Backup Agent for Novell Open Enterprise Server for Linux 

 CA ARCserve® Backup Agent for Open Files on NetWare 

 CA ARCserve® Backup Agent for Open Files on Windows 
 

 CA ARCserve® Backup Client Agent for FreeBSD 

 CA ARCserve® Backup Client Agent for Linux 

 CA ARCserve® Backup Client Agent for Mainframe Linux 

 CA ARCserve® Backup Client Agent for NetWare 
 

 CA ARCserve® Backup Client Agent for UNIX 

 CA ARCserve® Backup Client Agent for Windows 

 CA ARCserve® Backup Enterprise Option for AS/400 

 CA ARCserve® Backup Enterprise Option for Open VMS 

 CA ARCserve® Backup for Microsoft Windows Essential Business Server 
 

 CA ARCserve® Backup for Windows 

 CA ARCserve® Backup for Windows Agent for IBM Informix 

 CA ARCserve® Backup for Windows Agent for Lotus Domino 

 CA ARCserve® Backup for Windows Agent for Microsoft Exchange Server 

 CA ARCserve® Backup for Windows Agent for Microsoft SharePoint Server 
 

 CA ARCserve® Backup for Windows Agent for Microsoft SQL Server 

 CA ARCserve® Backup for Windows Agent for Oracle 

 CA ARCserve® Backup for Windows Agent for Sybase 

 CA ARCserve® Backup for Windows Agent for Virtual Machines 
 

 CA ARCserve® Backup for Windows Disaster Recovery Option 

 CA ARCserve® Backup for Windows Enterprise Module 
 



 

 CA ARCserve® Backup for Windows Enterprise Option for IBM 3494 

 CA ARCserve® Backup for Windows Enterprise Option for SAP R/3 for Oracle 

 CA ARCserve® Backup for Windows Enterprise Option for StorageTek ACSLS 
 

 CA ARCserve® Backup for Windows Image Option 

 CA ARCserve® Backup for Windows Microsoft Volume Shadow Copy Service 

 CA ARCserve® Backup for Windows NDMP NAS Option 
 

 CA ARCserve® Backup for Windows Serverless Backup Option 

 CA ARCserve® Backup for Windows Storage Area Network (SAN) Option 

 CA ARCserve® Backup for Windows Tape Library Option 

 CA ARCserve® Backup Patch Manager 

 CA ARCserve® Backup UNIX/Linux Data Mover 

 CA ARCserve® D2D 

 CA ARCserve® High Availability 

 CA ARCserve® Replication 

 CA VM:Tape for z/VM 
 

 CA 1® Tape Management 

 Common Services™ 
 

 eTrust® Firewall 

 Unicenter® Network and Systems Management 

 Unicenter® Software Delivery 

 Unicenter® VM:Operator® 
 

CA への連絡先 

テクニカル サポートの詳細については、弊社テクニカル サポートの Web サイト

（http://www.ca.com/jp/support）をご覧ください。 

 

http://www.ca.com/jp/support


 

マニュアルの変更点 

本マニュアルでは、前回のリリース以降に、以下の点を更新しています。  

 SharePoint 2003 Agent のサポートがドロップされました。  

 「Agent for Microsoft SharePoint 環境設定ダイアログ ボックス（18 ページ）」が追

加され、新しい Agent for Microsoft SharePoint Server に関する説明が含まれまし

た。 

 「SharePoint 2010 システムのバックアップ」の章が追加されました。 

 「SharePoint Server 2010 のバックアップ オプション ダイアログ ボックス（28 ペー

ジ）」が追加され、このダイアログ ボックスを使用してバックアップ処理を設定および

実行する手順が記載されました。 

 SharePoint Server 2007 のバックアップ オプション ダイアログ ボックス（36 ペー

ジ）の説明が更新され、このダイアログ ボックスを使用してバックアップ処理を設定

および実行する手順が更新されました。 

 「SharePoint 2010 システムのリストア」の章が追加されました。 

 「SharePoint Server 2010 のリストア オプション ダイアログ ボックス（43 ページ）」

が追加され、データベース レベルのリストア オプション ダイアログ ボックスを使

用してリストア処理を設定および実行する手順が記載されました。 

 「SharePoint Server 2007 のリストア オプション ダイアログ ボックス（65 ページ）」

が更新され、データベース レベルのリストア オプション ダイアログ ボックスを使

用してリストア処理を設定および実行する手順が更新されました。 

 「SharePoint 2010 のドキュメント レベルのリストア オプション ダイアログ ボックス

（52 ページ）」が追加され、このダイアログ ボックスの環境設定オプションが説明さ

れました。 

 「SharePoint 2007 のドキュメント レベルのリストア オプション ダイアログ ボックス

（74 ページ）」が追加され、このダイアログ ボックスの環境設定オプションが説明さ

れました。 

 「SharePoint 2010 でのドキュメント レベル リストアの実行（57 ページ）」が追加さ

れ、ドキュメント レベルのリストア オプション ダイアログ ボックスおよび Agent for 

Microsoft SharePoint Server を使用したドキュメント レベルのリストアの実行方法に

ついて説明されました。 

 「SharePoint 2007 でのドキュメント レベル リストアの実行（78 ページ）」が追加さ

れ、ドキュメント レベルのリストア オプション ダイアログ ボックスおよび Agent for 

Microsoft SharePoint Server を使用したドキュメント レベルのリストアの実行方法に

ついて説明されました。 

 「Agent for Microsoft SharePoint Server の制限（82 ページ）」が追加され、エージ

ェントによるリストアの制約について説明されました。 



 

 付録「Microsoft SharePoint Server 2010 の機能（88 ページ）」が追加され、エージ

ェントによってサポートされる SharePoint Server 2010 の機能が説明されました。 

 付録「Microsoft SharePoint 2010 データ（89 ページ）」が追加され、エージェントに

よってサポートされる SharePoint Server 2010 データが説明されました。 

 付録「Microsoft SharePoint Server 2007 の機能（91 ページ）」が追加され、エージ

ェントによってサポートされる SharePoint Server 2007 の機能が説明されました。 

 付録「Microsoft SharePoint 2007 データ（91 ページ）」が追加され、エージェントに

よってサポートされる SharePoint Server 2007 データが説明されました。 
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第 1 章： エージェントの紹介 
 

CA ARCserve Backup は、アプリケーション、データベース、分散サーバおよびファイル 

システム向けの包括的かつ分散的なストレージ ソリューションです。 データベース、ビ

ジネス クリティカルなアプリケーション、およびネットワーク クライアントにバックアップ機

能およびリストア機能を提供します。 
 

CA ARCserve Backup が提供するエージェントの 1 つに、CA ARCserve Backup 

Agent for Microsoft SharePoint Server があります。 このエージェントを使用して、

Microsoft SharePoint Server 2010、Microsoft Office SharePoint Server 2007、Microsoft 

SharePoint Foundation 2010、Microsoft Windows SharePoint Services 3.0 のデータを

バックアップおよびリストアできます。  

SharePoint 環境は複雑で多くのマシンに分散されますが、エージェントは、すべての 

SharePoint データを CA ARCserve Backup サーバにあるインターフェースのシングル 

ノードに統合することで、SharePoint インストールの完全な保護を提供します。 

SharePoint のコンテンツは、SharePoint 分散データベース、シングル サインオン

（SSO）、検索インデックスで構成されます。 エージェントを使用すると、CA ARCserve 

Backup の機能を使って、ネットワークにあるすべての SharePoint データのバックアッ

プとリストアを簡単に管理できます。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

エージェントの特徴（11 ページ） 

Microsoft SharePoint Server のサポート（13 ページ） 

SharePoint Server システムにおけるエージェントの動作（13 ページ） 
 

エージェントの特徴 

Agent for Microsoft SharePoint Server は、バックアップおよびリストアの処理を容易に

する多くの機能を提供します。 現在のところ、Microsoft SharePoint Server 2010、

Microsoft Office SharePoint Server 2007、Microsoft SharePoint Foundation 2010、

Microsoft Windows SharePoint Services 3.0 に対するバックアップおよびリストア機能が

提供されています。 
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SharePoint Server 2010 の機能 

SharePoint Server 2010 に対しては、エージェントによって以下の機能がサポートされま

す。 

 SharePoint Server 2010 ファームとファーム コンポーネントをバックアップおよびリス

トアします。 

注： さまざまなファーム コンポーネントの詳細については、「Microsoft SharePoint 

Server 2010 の機能（88 ページ）」を参照してください。 
 

 SharePoint データを元の場所または異なるデスティネーションにリストアするよう指

定できます。 

 幅広い種類のストレージ デバイスへのバックアップをサポートします。 

 環境設定のみをバックアップするオプション、および内容と環境設定をバックアップ

するオプションをサポートします。 

 環境設定のみをリストアするオプション、および内容と環境設定をリストアするオプ

ションをサポートします。 

 フェールオーバ データベース サーバ用のデータベース レベル バックアップお

よびデータベース レベルおよびドキュメント レベル リストアをサポートします。 

 ドキュメント レベルまたは詳細レベルでのリストアをサポートします。 
 

SharePoint Server 2007 の機能 

SharePoint Server 2007 に対しては、エージェントによって以下の機能がサポートされま

す。 

 SharePoint Server 2007 ファームおよびファーム コンポーネントのバックアップおよ

びリストア サポートされるファーム コンポーネントの詳細については、「Microsoft 

SharePoint Server 2007 の機能（91 ページ）」を参照してください。 
 

 SharePoint データを元の場所または異なるデスティネーションにリストアするよう指

定できます。 

 幅広い種類のストレージ デバイスへのバックアップをサポートします。 

 ドキュメント レベルまたは詳細レベルでのリストアをサポートします。 
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Microsoft SharePoint Server のサポート 

以下の表に、Agent for MIcrosoft SharePoint Server が動作する Microsoft SharePoint 

Server のバージョンおよびサポートする Windows オペレーティング システムを示しま

す。 

 
Microsoft 

SharePoint Server 

2007 

Microsoft 

SharePoint 

Server 2007 SP1 

Microsoft 

SharePoint 

Server 2007 

SP2 

Microsoft 

SharePoint 

Server 2010 

Windows Server 2003 

（x86） 

○ ○ ○ × 

Windows Server 2003 

（x64） 

○ ○ ○ × 

Windows Server 2008 (x86) × ○ ○ × 

Windows Server 2008 (x64) × ○ ○ ○ 

Windows Server 2008 R2 

（x64） 

× × ○ ○ 

 

SharePoint Server システムにおけるエージェントの動作 

CA ARCserve Backup と Agent for Microsoft SharePoint Server は連携して 

SharePoint Server データをバックアップおよびリストアします。 CA ARCserve Backup 

がデータをバックアップする際、サーバはエージェントに接続してリクエストを送信します。 

エージェントは SharePoint Server からデータを取得し、ディスク上のダンプ フォルダ

にデータをエクスポートしてから、CA ARCserve Backup にデータを送信します。ここで

データがメディアにバックアップされます。 リストアの際もエージェントは同様に動作し、

バックアップされたデータを CA ARCserve Backup からサーバに転送する処理をサ

ポートします。 
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第 2 章： エージェントのインストール 
 

この章では、SharePoint 2010 システムおよび SharePoint 2007 システムへの Agent 

for Microsoft SharePoint Server のインストールと環境設定について説明します。 この

セクションの説明は、読者が Microsoft SharePoint Server ファームの一般的な特徴と

要件について熟知していることを前提としています。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

環境に関する考慮事項（15 ページ） 

インストールの前提条件（15 ページ） 

エージェントのインストール（18 ページ） 
 

環境に関する考慮事項 

SharePoint 環境は複雑になる可能性があり、複数のマシンにわたって分散する場合が

あります。 サーバ ファームの設定は、Microsoft によってサポートされています。 例と

して、分散 SharePoint 環境には、以下のコンポーネントを含めることができます。 

 1 つ以上の Web フロントエンド サーバ 
 

 Windows SharePoint Service Help Search サービスが有効になったアプリケーショ

ン サーバ（複数可）。 

 Office SharePoint Server Search サービスが有効になった Indexer サーバ（複数

可）。 
 

 SharePoint Server ファームによって使用されるデータベース サーバ（複数可）。 
 

インストールの前提条件 

SharePoint Server システムにエージェントをインストールする前に、以下の前提条件を

満たす必要があります。 

 Agent for Microsoft SharePoint Server をインストールするシステムが、インストール

に必要な最小要件を満たしていることを確認します。 要件の一覧については 

Readme を参照してください。 
 

 ソフトウェアをインストールするコンピュータに対するシステム管理者（root ユーザ）

権限または適切な権限を持っていることを確認します。 

 Agent for Microsoft SharePoint Server 環境設定ウィザードに入力するユーザ名に

は、SharePoint Server ファーム内の全マシンへの管理者権限を持っている必要が

あります。  
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 Microsoft SharePoint Server ファームの管理者グループに属するアカウントを確認

します。 

 Microsoft SharePoint Server 製品、または Microsoft SharePoint Service 3.0 以降

をインストールしたことを確認します。 

 Agent for Microsoft SharePoint Server は、ファームが元々作成されたのと同じシス

テムで、Central Administration が実行されているシステムにインストールする必要

があります。そうしないと、バックアップとリストアのジョブが失敗する可能性がありま

す。  
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Agent for Microsoft SharePoint Server のインストールに関する考慮事項 

エージェントをインストールする際は、以下の点を考慮してください。 

 Agent for Microsoft SharePoint Server をインストールする前に、Microsoft Office 

SharePoint Server 製品または Microsoft Windows Shared Service 3.0 以降をイン

ストールする必要があります。 このエージェントは、Microsoft Office SharePoint 

Server がサポートされているすべてのオペレーティング システムでサポートされて

います。  

 CA ARCserve Backup サーバは、SharePoint 環境で、名前を使ってすべてのマシ

ンに ping できる必要があります。 SharePoint 環境で DNS （ドメイン ネーム シ

ステム）を使用していない場合は、SharePoint 環境にあるすべてのマシンを CA 

ARCserve Backup サーバの hosts ファイルに追加する必要があります。 

 Microsoft SQL Server Windows サービスをドメイン アカウントまたはローカル シス

テム アカウントとして実行する必要があります。 

 Agent for Microsoft SharePoint Server は、ファームが元々作成されたマシンで、

Windows SharePoint Service Administration サービスが実行されているのと同じマ

シンにインストールする必要があります。そうしないと、バックアップ ジョブまたはリス

トア ジョブが失敗する可能性があります。  

 CA ARCserve Backup サーバとエージェント サーバが異なるタイム ゾーンにある

場合、ジョブが正常に完了しない可能性があります。 ジョブが確実に完了するよう

にするには、エージェント サーバと CA ARCserve Backup サーバとの間でタイム

ゾーンの同期をとる必要があります。  

 Microsoft の既知の問題として、Windows Server 2008 システムに Windows 

SharePoint Services 3.0 および Microsoft Office SharePoint Server 2007 を展開す

る方法に応じて、SharePoint 2007 の動作が異なることがわかっています。  

– Windows SharePoint Services 3.0 または Microsoft Office SharePoint Server 

2007 Service Pack 1 をアップグレードした場合、ファームが元々作成されたマ

シンで、Central Administration Service が実行されているマシン上に CA 

ARCserve Backup Agent for SharePoint Server をインストールする必要があり

ます。 バックアップ ジョブやリストア ジョブをサブミットする前に、このサービス

がターゲット マシン上で実行されていることを確認する必要があります。実行さ

れていない場合、ジョブは失敗する可能性があります。  

– Windows SharePoint Services 3.0 または Microsoft Office SharePoint Server 

2007（Service Pack 1 を含む）をインストールした場合、ファームが元々作成さ

れたマシンで、Central Administration Service が実行されているマシン上に 

CA ARCserve Backup Agent for SharePoint Server をインストールします。 た

だし、この場合、バックアップ ジョブやリストア ジョブを実行するターゲット マ

シン上で Central Administration Service を実行している必要はありません。  
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 CA ARCserve Backup Agent for Microsoft SharePoint Server の r15 へのアップグ

レード時にサーバ ファームのインストールを選択した場合、ファームの作成時に使

用したのと同じファーム管理者を使用する必要があります。そうしないと、Agent for 

Microsoft SharePoint Server 環境設定を起動して、環境設定をもう一度行う必要が

生じます。 この制限事項は、サーバ ファーム インストール（「完全」および「Web 

フロントエンド」）にのみ影響します。 SharePoint の単一サーバ（スタンドアロン）イ

ンストールには影響しません。  
 

エージェントのインストール 

Agent for Microsoft SharePoint Server は、CA ARCserve Backup のシステム コンポー

ネント、エージェント、およびオプションの標準的なインストール手順に従ってインストー

ルします。 

CA ARCserve Backup のインストール方法の詳細については、「実装ガイド」を参照して

ください。 
 

詳細情報： 

Agent for Microsoft SharePoint 環境設定ダイアログ ボックス（18 ページ） 

SharePoint システムでのエージェントの設定（23 ページ） 
 

Agent for Microsoft SharePoint 環境設定ダイアログ ボックス 

Agent ダイアログ ボックスを開き、以下の手順を使用してオプションを設定できます。 

［Agent for Microsoft SharePoint 環境設定］ダイアログ ボックスを開く方法 

1. Windows の ［スタート］-［すべてのプログラム］-［CA］-［ARCserve Backup］-

［Backup Agent 管理］の順に選択します。 

［ARCserve Backup Agent 管理］ダイアログ ボックスが開きます。 

2. ドロップダウン リストから［CA ARCserve Backup Agent for Microsoft SharePoint 

Server］を選択して、［環境設定］をクリックします。 

［Agent for Microsoft SharePoint 環境設定］ダイアログ ボックスが開きます。 デ

フォルトでは、［DB レベル環境設定］タブが表示されます。 
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Agent for Microsoft SharePoint データベース レベル環境設定タブ 

Agent for Microsoft SharePoint の［データベース レベル環境設定］タブでは、エー

ジェントがインストールされている共有フォルダに Microsoft SharePoint データを格納

するオプションを指定できます。 

 

［データベース レベル環境設定］タブには次のオプションが含まれます。 

デフォルトのバックアップ/リストア ダンプの場所 

［デフォルトのバックアップ/リストア ダンプの場所］には、以下のオプションがありま

す。 

注： リストア ジョブをサブミットする場合にも同じ場所が使用されます。 

– CA ARCserve Backup サーバ - SharePoint データを、テープに保存する

前に CA ARCserve サーバの共有フォルダにエクスポートします。 

– CA ARCserve BackupAgent for Microsoft SharePoint Server（ローカ

ル マシン） - SharePoint データを、エージェントがインストールされているロー

カル コンピュータ上の共有フォルダにエクスポートします。 エクスポートされた

データは、ネットワーク経由でテープに保存されます。 
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– その他（NAS、ファイル）のサーバ名 - SharePoint データを、NAS デバイスま

たはパブリックの共有フォルダにエクスポートします。 このオプションを選択す

る場合は、サーバ名を指定する必要があります。  

注： IP アドレスではなく、ホスト名を指定する必要があります。  

バックアップ/リストア ダンプのパス 

［バックアップ/リストア ダンプのパス］では、以下のとおり共有名と物理パスを指定し

ます。 

– 共有名 - バックアップ/リストア ダンプの場所として［その他（NAS、ファイル）

のサーバ名］を選択した場合は、データのバックアップ先の共有フォルダを指

定します。 フォルダに対する必要な権限が付与されている必要があります。 

注： 名前には、特殊文字「$」を最後に含むことはできません。 

– 物理パス - バックアップ/リストア ダンプの場所として［CA ARCserve Backup 

サーバ］または［CA ARCserve Backup Agent for SharePoint Server］を選択した

場合は、データのバックアップ先のパスを指定します。 

バックアップ/リストア アカウント認証情報 

COM+ コンポーネントをインストールするには、［バックアップ/リストア アカウント認

証情報］でユーザ名およびパスワードを指定します。 

注： COM+ コンポーネントがインストールされていない場合、［認証情報をリセット

する］オプションが有効になっています。 これらのコンポーネントをインストールする

には、ユーザの詳細を入力する必要があります。 

– ユーザ名 - ファーム管理者のユーザ情報を定義します。 

– パスワード - ファーム管理者のパスワードを定義します。 
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Agent for Microsoft SharePoint ドキュメント レベル環境設定タブ 

さらに細かいレベルでリストアを実行するには、Agent for Microsoft SharePoint の［ド

キュメント レベル環境設定］タブでオプションを設定する必要があります。 

 

［ドキュメント レベル環境設定］タブには以下のオプションが含まれます。 

ドキュメント レベル オプションを有効にする 

ドキュメント レベルのリストア処理を有効にします。 ［ドキュメント レベル オプショ

ンを有効にする］オプションはデフォルトでオンになっています。 

注： ドキュメント レベルのオブジェクトのリストアを実行するには、バックアップ オ

プションのダイアログ ボックスで［エージェントのデフォルト設定を使用する］オプ

ションを選択し、さらにこの［ドキュメント レベル オプションを有効にする］オプショ

ンを選択する必要があります。 

含めるバージョン 

ドキュメントのバージョンに基づいてどのコンテンツをリストアするかを指定します。 
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– 最後のメジャー バージョン - 最後のメジャー バージョンのコンテンツを含め

ます。 

– 最後のメジャーおよびマイナー バージョン - 最後のメジャーおよびマイナー 

バージョンのコンテンツを含めます。 

– 現在のバージョン - 最新のバージョンのコンテンツを含めます。  

– すべてのバージョン（デフォルト） - すべてのバージョンのコンテンツを含めま

す。 

含めるセキュリティ 

ユーザおよびセキュリティ グループ情報がリストアされるかどうかを指定します。 

– すべて（デフォルト） - ユーザ メンバシップおよび役割の割り当てを含めます。

これには、「Web デザイナ」などの標準の役割と、標準の役割を元に作成され

たカスタムの役割が含まれます。 各オブジェクトの ACL がマイグレートされま

す。  

また、DAP または LDAP サーバに定義されたユーザ情報が含まれます。 

– WSS のみ - ユーザ メンバシップおよび役割の割り当てを含めます。これに

は、「Web デザイナ」などの標準の役割と、標準の役割を元に作成されたカス

タムの役割が含まれます。 各オブジェクトの ACL がマイグレートされます。  

DAP または LDAP サーバに定義されたユーザ情報は含まれません。 

– なし - ユーザまたはグループ情報はマイグレートされません。 

バージョンの更新 

リストア時にリストア先でバージョン管理がどのように行われるかを指定します。 

– 追加（デフォルト） - デスティネーションのバージョンに追加します。 

– 無視 - バージョン管理を無視して、更新されたファイルをインポートします。 

– 上書き - 既存のバージョンを削除し、新規バージョンとしてインポートします。 

一時利用の SQL Server インスタンス詳細 

SQL Server インスタンスにエージェントを接続します。 

– サーバ名 - SQL Server のホスト名およびインスタンス名です。 

– データ ファイルの場所 - この場所は、データベース バックアップ ダンプを 

SQL インスタンスにリストアする際にデータベース ファイルの保存場所として

使用されます。 これは、SQL インスタンスをホストするサーバ上のローカル パ

スである必要があります。また、既存のパスを指定する必要があります。 

注： SQL Server インスタンスには、データ ファイルの場所へのアクセス権が

ある必要があります。 

– 認証 - この SQL インスタンスの認証の種類です。 SQL Server への接続に

使用する認証の種類を選択します。  
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– Windows 認証（デフォルト） - 接続に使用するユーザ名およびパスワードを

入力できます。 

– SQL Server 認証 - SQL Server 認証モードです。 ログインおよびパスワード

を入力する必要があります。 

注： 一時利用の SQL Server のバージョンは、Microsoft SharePoint のデー

タベース サーバのバージョンと同じである必要があります。  
 

SharePoint システムでのエージェントの設定 

Agent for Microsoft SharePoint Server をインストールした後、エージェントは Microsoft 

SharePoint Server 2007 に SPSO12 エージェント COM+ コンポーネントをインストー

ルし、Microsoft SharePoint Server 2010 に SPSO14 エージェント COM+ コンポーネ

ントをインストールします。 これらのコンポーネントは、SharePoint Server と連携して

データをバックアップおよびリストアします。 

重要： Agent for Microsoft SharePoint Server を設定する場合、ページ ファイル使用

率のサイズが物理メモリを超えないようにしてください。そうしないと、設定に失敗しま

す。  

SharePoint システムでエージェントを設定する方法 

1. Windows の ［スタート］-［すべてのプログラム］-［CA］-［ARCserve Backup］-

［Backup Agent 管理］の順に選択します。 

［ARCserve Backup Agent 管理］ダイアログ ボックスが開きます。 

2. ドロップダウン リストから［CA ARCserve Backup Agent for Microsoft SharePoint 

Server］を選択して、［環境設定］をクリックします。 

［Agent for Microsoft SharePoint 環境設定］ダイアログ ボックスが開き、デフォルト

で［DB レベル環境設定］タブが表示されます。 
 

3. ［DB レベル環境設定］タブでデータベース レベルのオプションを選択し、エー

ジェントのデータベース レベルのバックアップおよびリストア処理を設定します。 

データベース レベルのオプションの詳細については、「Agent for Microsoft 

SharePoint データベース レベル環境設定タブ（19 ページ）」を参照してください。 
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これでデータベース レベルの環境設定が完了しました。 

4. ［ドキュメント レベル環境設定］タブを選択します。  

ドキュメント レベルの設定オプションが表示されます。 

5. タブ内のオプションを選択して、ドキュメント レベルのリストアについてエージェント

を設定します。 ドキュメント レベルのエージェント オプションの詳細については、

「Agent for Microsoft SharePoint Server ドキュメント レベル環境設定タブ（21 ペー

ジ）」を参照してください。 

6. これでドキュメント レベルの環境設定が完了しました。 

7. ［OK］をクリックします。 

これで、Agent for SharePoint Server の設定が完了しました。 
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第 3 章： SharePoint 2010 システムのバッ

クアップ 
 

この章では、SharePoint 2010 システムのデータのバックアップについて説明します。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

SharePoint 2010 でのバックアップの概要（25 ページ） 

2010 でのデータベース レベル バックアップの前提条件（25 ページ） 

SharePoint 2010 でフル バックアップを実行する方法（26 ページ） 

2010 でのバックアップに関する考慮事項（26 ページ） 

SharePoint Server 2010 のバックアップ オプション ダイアログ ボックス（28 ページ） 

SharePoint Server 2010 でのデータベース レベルのバックアップ（31 ページ） 
 

SharePoint 2010 でのバックアップの概要 

データベース レベルのバックアップは、SharePoint Server 2010 データベース ファイル

を保護します。 これは SharePoint Server の基本的なバックアップであり、ほかのバック

アップ方式を使用している場合でも常に使用する必要があります。 システム障害、デー

タベース破壊、または惨事復旧の場合には、データベース レベルのバックアップを使

用して SharePoint Server をリストアできます。 
 

2010 でのデータベース レベル バックアップの前提条件 

SharePoint Server 2010 上でデータベース レベルのバックアップを実行する前に、以

下の要件を満たしている必要があります。 

 Windows SharePoint Services Administrative サービスが、フロントエンド Web サ

ーバおよびアプリケーション サーバで実行中である。 

 Microsoft SQL Server が実行中である。 
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SharePoint 2010 でフル バックアップを実行する方法 

データベースのフル バックアップを実行する場合は、特定のファームの管理操作を確

認する必要があります。 これらの操作のいずれかを実行してから差分バックアップを実

行する場合は、以前にフル バックアップしたデータベースを正常にリストアできないこと

もあります。 この問題を回避するには、SharePoint 2010 ファームまたは Windows 

SharePoint ファームのトポロジに対して以下のような変更を行った場合は必ずデータ

ベースのフル バックアップをすぐに実行するようにします。 

 通常の Web アプリケーション または SharePoint サービス プロバイダ管理 Web 

アプリケーションへの新しい Web アプリケーションおよび新しいデータベースの追

加。 

 フル バックアップ ジョブの実行中のキャンセル。 

 バックアップからのデータベースのリストア。 

注： ファーム トポロジを更新した場合、Windows サービスの CA ARCserve 

SharePoint Agent Service を必ず再起動してください。 
 

2010 でのバックアップに関する考慮事項 

バックアップを正常に実行するには、以下の点を考慮してください。 

 コンポーネント A のフル バックアップを実行してから A の子コンポーネント B 

のフル バックアップを実行した場合、コンポーネント A の差分バックアップは失敗

します。 つまり、ファーム レベルのフル バックアップのすぐ後にファーム レベル

の差分バックアップを実行することはできますが、 ファーム レベルのフル バック

アップを行ってから、Web アプリケーションのフル バックアップを実行し、次に

ファームの差分バックアップを実行することはできません。 この場合は、差分ジョブ

は失敗してエラー メッセージが表示されます。 

 SharePoint Server 2010 と同時に Microsoft SQL Server ツール、Central 

Administration Web サイトなどのツールを使用してバックアップを実行することはで

きません。 たとえば、これらのツールを使用してフル バックアップを実行する場合

は、差分バックアップ ジョブをリストアできないことがあります。 

 Agent for Microsoft SharePoint Server と、Client Agent や Agent for SQL Server 

などのその他のエージェントを使用して SharePoint Server 2010 を保護する場合

は、SharePoint 2010 のデータが 2 度以上バックアップされることがあります。 この

問題を回避するには、SharePoint 2010 データベースおよび Client Agent および 

Agent for SQL Server バックアップ ジョブからのファイルを除外する必要がありま

す。  
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SharePoint Server 2010 は以下をサポートしません。 

 ［グローバル オプション］の下のエージェント側でのデータの暗号化および圧縮。 

 単一のインスタンスを使用したバックアップ ジョブのマルチプレキシングのマルチス

トリーミング。 

 異なる CA ARCserve Backup ドメインにある 2 つの異なるマシンのエージェント 

データのバックアップ。 
 



SharePoint Server 2010 のバックアップ オプション ダイアログ ボックス 
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SharePoint Server 2010 のバックアップ オプション ダイアログ ボッ

クス 

以下のセクションでは、CA ARCserve Backup Agent for Microsoft SharePoint Server が

データベース レベルのバックアップを実行する場合に提供するオプションについて説

明します。 

データベース レベルのバックアップ オプションを設定するには、ファーム オブジェクト

を右クリックして、［エージェント オプション］をクリックします。 ［Agent for Microsoft 

SharePoint 2010 のバックアップ オプション］ダイアログ ボックスが開きます。 

 

［Agent for Microsoft SharePoint 2010 のバックアップ オプション］ダイアログ ボックス

には、以下のフィールドやオプションがあります。 



SharePoint Server 2010 のバックアップ オプション ダイアログ ボックス 
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デフォルトのバックアップ ダンプの場所 

バックアップ ダンプの場所によって、CA ARCserve Backup で、データをテープに

保存する前に一時的に保存する場所が指定されます。 

以下のバックアップ ダンプの場所から選択できます。 

– ［エージェントのデフォルト設定を使用する］ -- デフォルトで有効になっていま

す。 このオプションによって、エージェントの設定時に選択したバックアップ ダ

ンプの場所を利用できます。 

– ［CA ARCserve Backup サーバ］ -- SharePoint データを CA ARCserve 

Backup の共有フォルダにエクスポートします。 

– ［CA ARCserve Agent for Microsoft SharePoint Server］ -- SharePoint データ

を SharePoint エージェントがインストールされている共有フォルダにエクス

ポートします。 

– ［その他（NAS、ファイル）のサーバ名］ -- SharePoint データを NAS サーバ

またはファイル サーバ上の指定された共有フォルダにエクスポートします。 

注： IP アドレスではなく、ホスト名を指定する必要があります。 

バックアップ ダンプのパス 

共有名と物理パスを指定する必要があります。 

– ［共有名］ -- バックアップ ダンプの場所として［その他（NAS、ファイル）の

サーバ名］を選択した場合は、データのエクスポート先の共有名を指定する必

要があります。 フォルダに対する必要な権限が付与されている必要がありま

す。 

注： 共有名の末尾には、特殊文字「$」を使わないでください。 

– ［物理パス］ -- バックアップ ダンプの場所として CA ARCserve サーバまた

はエージェントを選択した場合は、データのエクスポート先のパスを指定する必

要があります。 

環境設定のバックアップ 

環境設定を選択する必要があります。 

– ［環境設定のみバックアップする］ -- このオプションを選択すると、SharePoint 

Server の環境設定のみがバックアップされます。 

– ［内容と環境設定をバックアップする］ -- このオプションを選択すると、

SharePoint Server の内容および環境設定の両方がバックアップされます。 デ

フォルトでは、このオプションが選択されています。 

バックアップ後にダンプ データをディスク上に保存する 

このオプションはデフォルトで有効になっています。 バックアップを実行した後に

ディスク上のデータを保持できます。 

注： 保持されるデータは、通常前回のフル バックアップまたは最新のフル バック

アップと、前回の差分バックアップのダンプ データになります。 
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ドキュメント レベル リストアを有効にする 

ドキュメント レベルのリストア処理を実行できます。 このオプションはデフォルトで

有効になっています。 

バックアップ方式 

バックアップ ジョブをサブミットする際、バックアップ方式を選択する必要があります。 

このバックアップ方式によって、CA ARCserve Backup でデータがどのようにバック

アップされるかが決まります。 以下のバックアップ方式から選択できます。 

– ［グローバルまたはローテーション設定を使用する］ -- デフォルトで有効に

なっています。 これを無効にしない場合は、［スケジュール］タブでバックアッ

プ方式を選択してください。 

– ［フル］ -- データベース全体をバックアップし、後続の増分バックアップまたは

差分バックアップに備えてバックアップされたすべてのファイルにマークを付け

ます。 

注： サービス パックへのアップグレード後およびリストアの実行後に初めて

エージェントを実行するときは、必ずフル バックアップを実行してください。 

– ［差分バックアップ］ -- 最後のバックアップ以降に変更されたファイルをバック

アップします。  

注： ［フル］または［差分］のバックアップ方式を選択する場合は、［スケジュール］タ

ブの［バックアップ方式］オプションは適用されません。 Microsoft SharePoint 2010 

は、［増分バックアップ］方式をサポートしていません。 ［スケジュール］タブで［増分

バックアップ］を選択する場合は、［差分バックアップ］と考えられます。 
 



SharePoint Server 2010 でのデータベース レベルのバックアップ 
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SharePoint Server 2010 でのデータベース レベルのバックアップ 

CA ARCserve Backup のバックアップ マネージャを使用して、SharePoint 2010 システ

ムでデータベース レベルのバックアップを実行します。  

SharePoint 2010 システムでデータベース レベルのバックアップを実行する方法 

1. CA ARCserve Backup ホームページで、［クイック スタート］メニューから［バック

アップ］を選択します。 

バックアップ マネージャ ウィンドウが開きます。 

 
 

2. ［バックアップ マネージャ］ウィンドウで、バックアップする［データベース レベル］

オブジェクトを選択します（Microsoft SharePoint 2010 - データベース レベル）。 

ファーム内の特定のコンポーネントのみをバックアップする場合は、ファームを展開

してコンポーネントを選択します。 
 

3. このジョブがある［ファーム］オブジェクトを右クリックし、［エージェント オプション］を

選択して、使用するバックアップ方式を選択して［OK］をクリックします。 

注： エージェントの最初の実行中にフル バックアップを常に実行して、SharePoint 

Server データベースの完全なセットを保存できるようにします。 
 

4. ［デスティネーション］タブをクリックし、バックアップ先を選択します。 
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5. ［スケジュール］タブをクリックします。 

カスタム スケジュールを使用する場合は、繰り返し方法を選択します。 ローテー

ション スキーマを使用する場合は、［ローテーション スキーマ］オプションを選択し、

スキーマを設定します。 ジョブのスケジュールおよびローテーション スキームの詳

細については、オンライン ヘルプまたは「管理者ガイド」を参照してください。 
 

6. ツールバーの［サブミット］をクリックします。 

［セキュリティおよびエージェント情報］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

7. ［セキュリティおよびエージェント情報］ダイアログ ボックスが開いたら、各オブジェ

クトに対して正しいユーザ名とパスワードが入力されていることを確認します。 ユー

ザ名やパスワードを入力または変更する場合は、［セキュリティ］ボタンをクリックして

変更を行い、［OK］ボタンをクリックします。 
 

8. ［OK］をクリックします。 

［ジョブのサブミット］ダイアログ ボックスが開きます。 
 

9. ［ジョブのサブミット］ダイアログ ボックスから、［即実行］を選択して今すぐジョブを

実行するか、［実行日時指定］を選択してジョブを実行する予定の日時を選択しま

す。 
 

10. ジョブの説明を入力します。 

複数のソースのバックアップを選択した場合に、ジョブ セッションの開始順序を設

定するには、［ソース優先度］をクリックします。 ［一番上へ］、［上へ］、［下へ］、［一

番下へ］の各ボタンを使用して、ジョブが処理される順序を変更します。 優先順位

付けが終わったら、［OK］をクリックします。 

11. ［OK］をクリックします。 

バックアップ ジョブがサブミットされます。 
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第 4 章： SharePoint 2007 システムのバッ

クアップ 
 

この章では、SharePoint 2007 システムのデータのバックアップについて説明します。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

SharePoint 2007 でのバックアップの概要（33 ページ） 

データベース レベルのバックアップ前提条件（33 ページ） 

フル バックアップの実行方法（34 ページ） 

バックアップの考慮事項（34 ページ） 

データベース レベル エージェント バックアップ オプション ダイアログ ボックス（36 

ページ） 

SharePoint Server 2007 でのデータベース レベルのバックアップ（38 ページ） 
 

SharePoint 2007 でのバックアップの概要 

データベース レベルのバックアップは SharePoint Server 2007 データベース ファイル

を保護します。 これは SharePoint Server の基本的なバックアップであり、ほかのバック

アップ方式を使用している場合でも常に使用する必要があります。 システム障害、デー

タベース破壊、または惨事復旧の場合には、データベース レベルのバックアップを使

用して SharePoint Server をリストアできます。 
 

データベース レベルのバックアップ前提条件 

SharePoint Server 2007 上でデータベース レベルのバックアップを実行する前に、以

下の要件を満たす必要があります。 

 Windows SharePoint Services 管理サービスは、フロントエンド Web サーバおよび

アプリケーション サーバで実行中です。 

 Microsoft SQL Server が実行中であることを確認します。 
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フル バックアップの実行方法 

データベースのフル バックアップを実行する場合は、特定のファームの管理操作を確

認する必要があります。 これらの操作のいずれかを実行してから差分バックアップを実

行する場合は、以前にフル バックアップしたデータベースを正常にリストアできないこと

もあります。 この問題を回避するためには、SharePoint 2007 ファームまたは Windows 

SharePoint 3.0 ファームのトポロジに対して以下のような変更を行った場合は必ずデー

タベースのフル バックアップをすぐに実行するようにします。 

 新しい Web アプリケーション、新しい SharePoint サービス プロバイダ、新しい

データベースの、通常 Web アプリケーション または SharePoint サービス プロ

バイダ管理 Web アプリケーションへの追加。 

 SharePoint サービス プロバイダの名前変更。 

 管理 Web アプリケーションが SharePoint サービス プロバイダから切断されるよう

に、SharePoint サービス プロバイダを削除。 

 フル バックアップ ジョブの実行中のキャンセル。 

 バックアップからのデータベースのリストア。 
 

バックアップの考慮事項 

バックアップを正常に実行するためには、以下の点を考慮してください。 

 コンポーネント A のフル バックアップを実行してから A の子コンポーネント B 

のフル バックアップを実行した場合、コンポーネント A の差分バックアップは失敗

します。 つまり、ファーム レベルのフル バックアップのすぐ後にファーム レベル

の差分バックアップを実行することはできますが、 ただし、ファーム レベルのフル 

バックアップを SharePoint Provider Service フル バックアップより前に実行してか

らファーム差分バックアップを実行することはできません。 この場合は、差分ジョブ

は失敗してエラー メッセージが表示されます。 

 SharePoint Server 2007 と同時に Microsoft SQL Server ツール、Central 

Administration Web サイトなどのツールを使用してバックアップを実行することはで

きません。 たとえば、これらのツールを使用してフル バックアップを実行する場合

は、差分バックアップ ジョブをリストアできないことがあります。 

 Agent for SharePoint や、Client Agent および Agent for SQL などのその他のエ

ージェントを使用して SharePoint Server 2007 を保護しようとする場合は、

SharePoint 2007 データは 2 度以上バックアップされることがあります。 この問題

を回避するには、SharePoint 2007 データベースおよび Client Agent および 

Agent for SQL Server バックアップ ジョブからのファイルを除外する必要がありま

す。  
 



バックアップの考慮事項 
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SharePoint Server 2007 は以下をサポートしません。 

 ［グローバル オプション］の下のエージェント側でのデータの暗号化および圧縮。 

 バックアップ ジョブのマルチプレキシングおよびマルチ ストリーミング 

 異なる CA ARCserve Backup ドメインにある 2 つの異なるマシンのエージェント 

データのバックアップ。 
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データベース レベル エージェント バックアップ オプション ダイアロ

グ ボックス 

以下のセクションでは、CA ARCserve Backup Agent for Microsoft SharePoint Server が

データベース レベルのバックアップを実行する場合に提供するオプションについて説

明します。 

データベース レベルのバックアップ オプションを設定するには、ファーム オブジェクト

を右クリックして、［エージェント オプション］をクリックします。 ［Agent for Microsoft 

SharePoint 2007 のバックアップ オプション］ダイアログ ボックスが表示されます。 

 

注： r15 にアップグレードした後にバックアップ ジョブを実行する場合は、Agent for 

Microsoft SharePoint Server の［ドキュメント レベル環境設定］ダイアログ ボックスで［ド

キュメント レベル オプションを有効にする］を手動で選択する必要があります。 また、

ドキュメント レベル リストアを実行するには、SharePoint Server 2007 の［バックアップ 

オプション］ダイアログ ボックスで［ドキュメント レベル リストアを有効にする］オプション

が有効になっていることを確認してください。 

［Agent for Microsoft SharePoint 2007 のバックアップ オプション］ダイアログ ボックス

には、以下のフィールドやオプションがあります。 

デフォルトのバックアップ ダンプの場所 
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バックアップ ダンプの場所によって、CA ARCserve Backup で、データをテープに

保存する前に一時的に保存する場所が指定されます。 

以下のバックアップ ダンプの場所から選択できます。 

– ［エージェントのデフォルト設定を使用する］ -- デフォルトで有効になっていま

す。 このオプションによって、エージェントの設定時に選択したバックアップ ダ

ンプの場所を利用できます。 

– ［CA ARCserve Backup サーバ］ -- SharePoint データを CA ARCserve 

Backup の共有フォルダにエクスポートします。 

– ［CA ARCserve Agent for Microsoft SharePoint Server］ -- SharePoint データ

を SharePoint エージェントがインストールされている共有フォルダにエクス

ポートします。 

– ［その他（NAS、ファイル）のサーバ名］ -- SharePoint データを NAS サーバ

またはファイル サーバ上の指定された共有フォルダにエクスポートします。 

注： IP アドレスではなく、ホスト名を指定する必要があります。 

バックアップ ダンプのパス 

共有名と物理パスを指定する必要があります。 

– ［共有名］ -- バックアップ ダンプの場所として［その他（NAS、ファイル）の

サーバ名］を選択した場合は、データのエクスポート先の共有名を指定する必

要があります。 フォルダに対する必要な権限が付与されている必要がありま

す。 

注： 共有名の末尾には、特殊文字「$」を使わないでください。 

– ［物理パス］ -- バックアップ ダンプの場所として CA ARCserve サーバまた

はエージェントを選択した場合は、データのエクスポート先のパスを指定する必

要があります。 

バックアップ後にダンプ データをディスク上に保存する 

このオプションはデフォルトで有効になっています。 バックアップを実行した後に

ディスク上のデータを保持できます。 

– 注： 保持されるデータは、通常前回のフル バックアップまたは最新のフル 

バックアップと、前回の差分バックアップのダンプ データになります。 

ドキュメント レベル リストアを有効にする 

ドキュメント レベルのリストア処理を実行できます。 このオプションはデフォルトで

有効になっています。 

バックアップ方式 

バックアップ ジョブをサブミットする際、バックアップ方式を選択する必要があります。 

このバックアップ方式によって、CA ARCserve Backup でデータがどのようにバック

アップされるかが決まります。 以下のバックアップ方式から選択できます。 
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– ［グローバルまたはローテーション設定を使用する］ -- デフォルトで有効に

なっています。 これを無効にしない場合は、［スケジュール］タブでバックアッ

プ方式を選択してください。 

– ［フル］ -- データベース全体をバックアップし、後続の増分バックアップまたは

差分バックアップに備えてバックアップされたすべてのファイルにマークを付け

ます。 

注： サービス パックへのアップグレード後およびリストアの実行後に初めて

エージェントを実行するときは、必ずフル バックアップを実行してください。 

– ［差分バックアップ］ -- 最後のバックアップ以降に変更されたファイルをバック

アップします。  

注： ［フル］または［差分］のバックアップ方式を選択する場合は、［スケジュール］タ

ブの［バックアップ方式］オプションは適用されません。 SharePoint 2007 は、［増分

バックアップ］方式をサポートしていません。 ［スケジュール］タブで［増分バックアッ

プ］を選択する場合は、［差分バックアップ］と考えられます。 
 

SharePoint Server 2007 でのデータベース レベルのバックアップ 

CA ARCserve Backup のバックアップ マネージャを使用して、SharePoint 2007 システ

ムでデータベース レベルのバックアップを実行します。  

SharePoint 2007 システムでデータベース レベルのバックアップを実行する方法 

1. CA ARCserve Backup ホーム画面の［クイック スタート］メニューから［バックアップ］

を選択します。 

バックアップ マネージャ ウィンドウが開きます。 
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2. ［バックアップ マネージャ］ウィンドウで、バックアップする［データベース レベル］

オブジェクトを選択します（Microsoft SharePoint 2007 - データベース レベル）。 

ファーム内の特定のコンポーネントのみをバックアップする場合は、ファームを展開

してコンポーネントを選択します。 
 

3. このジョブがある［ファーム］オブジェクトを右クリックし、［エージェント オプション］を

選択して、使用するバックアップ方式を選択して［OK］をクリックします。 

注： エージェントの最初の実行中にフル バックアップを常に実行して、SharePoint 

Server データベースの完全なセットを保存できるようにします。 
 

4. ［デスティネーション］タブをクリックし、バックアップ先を選択します。 
 

5. ［スケジュール］タブをクリックします。 

カスタム スケジュールを使用する場合は、繰り返し方法を選択します。 ローテー

ション スキーマを使用する場合は、［ローテーション スキーマ］オプションを選択し、

スキーマを設定します。 ジョブのスケジュールおよびローテーション スキームの詳

細については、オンライン ヘルプまたは「管理者ガイド」を参照してください。 
 

6. ツールバーの［サブミット］をクリックします。 

［セキュリティおよびエージェント情報］ダイアログ ボックスが表示されます。 
 

7. ［セキュリティおよびエージェント情報］ダイアログ ボックスが開いたら、各オブジェ

クトに対して正しいユーザ名とパスワードが入力されていることを確認します。 ユー

ザ名やパスワードを入力または変更する場合は、［セキュリティ］ボタンをクリックして

変更を行い、［OK］ボタンをクリックします。 
 

8. ［OK］をクリックします。 

［ジョブのサブミット］ダイアログ ボックスが開きます。 
 

9. ［ジョブのサブミット］ダイアログ ボックスから、［即実行］を選択して今すぐジョブを

実行するか、［実行日時指定］を選択してジョブを実行する予定の日時を選択しま

す。 
 

10. ジョブの説明を入力します。 

複数のソースのバックアップを選択した場合に、ジョブ セッションの開始順序を設

定するには、［ソース優先度］をクリックします。 ［一番上へ］、［上へ］、［下へ］、［一

番下へ］の各ボタンを使用して、ジョブが処理される順序を変更します。 優先順位

付けが終わったら、［OK］をクリックします。 

11. ［OK］をクリックします。 

バックアップ ジョブがサブミットされます。 
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第 5 章： SharePoint 2010 システムのリスト

ア 
 

この章では、SharePoint 2010 システムのデータのリストアについて説明します。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

SharePoint Server 2010 のリストアの概要（41 ページ） 

SharePoint Server 2010 でのデータベース レベル リストア セット（42 ページ） 

SharePoint Server 2010 のデータベース レベル リストア オプション ダイアログ ボック

ス（43 ページ） 

SharePoint Server 2010 のデータベース レベル リストアの前提条件（46 ページ） 

SharePoint Server 2010 でのデータベース レベル リストアの実行（48 ページ） 

SharePoint 2010 のドキュメント レベルのリストア オプション ダイアログ ボックス（52 

ページ） 

SharePoint 2010 で元の場所へのドキュメント レベル リストアを実行（57 ページ） 

SharePoint 2010 で別の場所へのドキュメント レベル リストアの実行（58 ページ） 
 

SharePoint Server 2010 のリストアの概要 

以下のセクションでは、リストアを実行する前に満たす必要がある前提条件、リストア用

に提供されている CA ARCserve Backup Agent for Microsoft SharePoint Server の機

能、SharePoint 2010 システムでデータベース レベルおよびドキュメント レベルのリスト

アを実行する手順について説明します。 
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SharePoint Server 2010 でのデータベース レベル リストア セット 

SharePoint Server をリストアするには、すべてのセッションをリストアする必要があります。

これらのセッションをすべて合わせると、データを完全にリストアできます。 これらのセッ

ションを「リストア セット」と呼び、以下のセッションが含まれます。 

 フル バックアップ方式のみを使用した場合、リストア セットには、このフル セッショ

ンのみが含まれます。 

 フル バックアップと差分バックアップの両方を使用した場合、リストア セットには、

フル バックアップ セッションと 1 つの差分バックアップ セッションが含まれます。 

たとえば、以下のバックアップ シナリオでは、リストア セットはフルと差分 1、フルと

差分 2、フルと差分 3、またはフルと差分 4 となります。 

 

 差分バックアップからリストアする場合、差分バックアップ セッションのみを選択す

る必要があります。 CA ARCserve Backup では、前のフル バックアップを自動的

に検索してから、フル バックアップおよび選択した差分バックアップのセッションの

両方を検索します。 
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SharePoint Server 2010 のデータベース レベル リストア オプショ

ン ダイアログ ボックス 

リストア ジョブを作成する場合、ジョブをカスタマイズするリストア オプションを指定でき

ます。 

データベース レベルのリストア オプションを設定するには、ファーム オブジェクトを右

クリックして、［エージェント オプション］をクリックします。 ［Agent for Microsoft 

SharePoint 2010 のリストア オプション］ダイアログ ボックスが開きます。 

 

［Agent for Microsoft SharePoint 2010 のリストア オプション］ダイアログ ボックスには、

以下のフィールドやオプションがあります。 

デフォルトのリストア ダンプの場所 

データをリストアする前に、リストア ダンプの場所を選択する必要があります。 リスト

アの場所から、CA ARCserve Backup は、SharePoint サーバに保存する前にデー

タを一時的に保存する場所がわかります。  

注： リストア オプションを使用してリストアの場所を設定する場合、［Agent 設定］

オプションを使用して設定した場所は適用されません。 以下のリストア ダンプの場

所から選択できます。 
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– エージェントのデフォルト設定を使用する - デフォルトで有効になっています。

このオプションによって、エージェントの設定時に選択した場所を利用できま

す。 

– CA ARCserve Backup サーバ - SharePoint データを CA ARCserve Backup 

の共有フォルダにリストアします。 

– CA ARCserve Agent for Microsoft SharePoint Server - SharePoint データを 

SharePoint エージェントがインストールされている共有フォルダにリストアしま

す。  

– その他（NAS、ファイル）のサーバ名 - SharePoint データを NAS サーバまた

はファイル サーバ上の指定された共有フォルダにリストアします。  

注： IP アドレスではなく、ホスト名を指定する必要があります。  

リストア環境設定 

– 環境設定のみリストアする - データベース レベルのリストアの実行中に環境

設定をリストアします。 

– 内容と環境設定をリストアする - データベース レベルのリストアの実行中に内

容と環境設定をリストアします。 環境設定オプションの詳細については、

「SharePoint Server 2010 のリストア環境設定」（45 ページ）を参照してくださ

い。 

リストア ダンプのパス 

– 共有名 - デフォルトのリストア ダンプの場所として［その他（NAS、ファイル）の

サーバ名］を選択した場合、データのリストア先のサーバ名を指定する必要が

あります。 フォルダに対する必要な権限が付与されている必要があります。 

注： 共有名の末尾には、特殊文字「$」を使わないでください。 

– 物理パス - リストア ダンプの場所として CA ARCserve サーバまたはエー

ジェントを選択した場合は、データのリストア先のパスを指定する必要がありま

す。 

これらのオプションと設定方法の詳細については、「SharePoint システムでのエージェ

ントの設定」（23 ページ）を参照してください。 
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SharePoint Server 2010 のリストア環境設定 

リストア環境設定を指定するには、リストア マネージャの［サブミット］ボタンを使用しま

す。 

［SharePoint 2010 Agent リストア環境設定］ダイアログ ボックスが表示されます。 

.  

リストアの種類 

リストア後に同じリストア名と場所にすることもでき、別のリストア名と場所にすることも

できます。  

ログイン名とパスワード 

ファーム、Web アプリケーション、および共有サービス プロバイダにログインできる

ように設定できます。 この機密情報は、データをリストアするのに常に必要です。 

名前と場所 

バックアップ ジョブがリストアされた後に新しい名前または場所になるコンポーネン

トが 1 つ以上あるように、名前または場所、またはその両方を設定します。 
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異なるコンポーネントの環境設定項目は、名前と場所が異なります。 以下の表には、コ

ンポーネントと環境設定項目をリストします。 

  

コンポーネント タイプ 環境設定項目 コメント 

データベース 

 

新しいデータベース サー

バ名 

データベースをリストアする SQL データベース サーバ

です。 これはエイリアス名の場合もあります。 

新しいディレクトリ名 SQL データベース ファイルを保存する新しい物理パス

です。 

新しいデータベース名 リストア後の新しいデータベース名です。 

UserProfileApplication 新しいサーバ名 リストア後の UserProfileApplication の新しい My Site 

アドレスです。 

共有検索インデックス  

 

新しいサーバ名 Office 検索インデックス サービスが実行されているコン

ピュータ名です。 

新しいディレクトリ名 インデックス ファイルが保存されている新しい物理パスで

す。 

Web アプリケーション 

 

新しい Web アプリケー

ションの URL 

Web アプリケーションの Web サイトの URL 

新しい Web アプリケー

ション名 

IIS に表示される新しい Web アプリケーションの名前で

す。 
 

SharePoint Server 2010 のデータベース レベル リストアの前提条

件 

SharePoint Server 2010 でデータベース レベルのリストアを実行する前に、次の要件を

満たす必要があります。 

 Windows SharePoint Services Administrative サービスおよび Windows 

SharePoint Services Timer サービスがすべてのフロントエンド Web サーバおよび

アプリケーション サーバで実行中であることを確認します。 

 スタンドアロンのインストールではタイマ サービスを再起動します。 
 

 検索サービスおよびインデックスを新しい場所にリストアする場合は、リストアの開始

前に検索サービスが実行中であることを確認します。 

 Web アプリケーションのすべてのコンテンツ データベースに一意の名前が付いて

いることを確認します。 2 つの Web アプリケーションが同じ名前のデータベース

を使用している場合、リストアすると、2 番目のデータベースのデータが最初の

データベースのデータで上書きされます。  
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 同時に複数のリストアを実行しないようにしてください。 

 ファーム内のすべてのサーバが同じタイム ゾーンおよび夏時間を使用していること

を確認してください。 

 スタンドアロン インストールでは、リストア ジョブを実行する前に、以下のアカウント

をローカルの Administrators グループに追加してください。 リストア ジョブが完了

したら、これらのアカウントを削除してください。  

 NT AUTHORITY¥LOCAL SERVICE 

 NT AUTHORITY¥NETWORK SERVICE 

      ローカルの Administrators グループにアカウントを追加する方法 

1. ［コントロール パネル］ - ［管理ツール］ - ［コンピュータの管理］ - ［システム 

ツール］ - ［ローカル ユーザーとグループ］ - ［グループ］ - 

［Administrators］を選択します。  

2. ［追加］をクリックします。 

3. 「NETWORK SERVICE」および「 LOCAL SERVICE」と入力します。 

4. ［OK］をクリックします。  
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SharePoint Server 2010 でのデータベース レベル リストアの実行 

CA ARCserve Backup でバックアップ マネージャを使用し、データベース レベルの

データ リストアを実行します。 

重要： コンテンツ データベースの名前はすべて一意にしてください。 コンテンツ 

データベースをリストアする前に、そのデータベースの名前が他の Web アプリケーショ

ンで使用されていないことを確認してください。 ［セッション単位］方式を使用してコンテ

ンツ データベースをリストアする際、同じデータベース名が 2 つの異なるアプリケー

ションで使用されていると、データベースのリストア ジョブは「成功」と表示されますが、2 

番目のアプリケーションでデータベースの内容を上書きしてしまいます。 

SharePoint Server 2010 データベースをリストアする方法 

1. CA ARCserve Backup ホームページで、［クイック スタート］メニューから［リストア］

を選択します。 

［リストア マネージャ］ウィンドウが開きます。 

2. ［リストア マネージャ］ウィンドウから、［ソース］タブのドロップダウン リストで［ツリー

単位］を選択します。 

注： データベース レベルのリストアでは［ツリー単位］と［セッション単位］の両方が

サポートされています。 

Microsoft SharePoint 2010 Agent の下 - データベース レベルのノードに複数の

ファーム オブジェクトがあることがあります。  

シングル バックアップ ジョブのファームの下で複数のコンポーネントを選択する場

合、複数のファーム オブジェクトが表示されます。 各ノードは、バックアップする選

択されたコンポーネントと関連付けられます。 たとえば、Web アプリケーションと共

有サービスを選択する場合は、2 つのファーム オブジェクトが生成されます。 1 

つのファーム オブジェクトには Web アプリケーションがあり、もう 1 つのファーム 

オブジェクトには共有サービスがあります。 

同じファームまたはコンポーネントを複数回バックアップする場合は、このコンポー

ネントの最新バックアップを表示するファーム オブジェクトのみが表示されます。 
 

3. ディレクトリ ツリーから、 ［Windows システム］オブジェクトを展開して、バックアッ

プしたデータベースを含むファームを展開し、ファーム オブジェクトを選択します。 
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4. 最新バックアップがリストア対象のバックアップではない場合は、以下の図のように、

［バージョン履歴］をクリックしてリストアするバージョンを選択し、［選択］をクリックし

ます。 

 

注： ［バージョン履歴］は SharePoint 2010 データベース レベルのオブジェクトお

よびファーム オブジェクトで有効で、選択したコンポーネントのバックアップ履歴が

表示されます。 Microsoft SharePoint 2010 では、ID をベースにした一意のファー

ム コンポーネントを識別します。 この ID は、コンポーネントの名前が変更されて

いる場合でも、変更されません。 
 

5. このジョブに含める各ファーム オブジェクトを右クリックし、［エージェント オプショ

ン］を選択してリストア オプションを選択します。 リストア オプションの詳細につい

ては、「SharePoint （43 ページ）Server 2010 のデータベース レベル リストア オ

プション ダイアログ ボックス」を参照してください。 

6. ［デスティネーション］タブをクリックします。 データベース オブジェクトは元の場所

（デフォルト）、または別の場所にリストアすることができます。 

注： Windows SharePoint 2010 を使用しており、すべてのファームを別のファーム

にリストアする場合、Microsoft SharePoint RC ビルドをバージョン 4747.1000 以降

にアップグレードする必要があります。 Microsoft の既知の問題によると、Web 

Analytics Service Application Reporting Database の新しいロケーションへのリスト

アは動作しません。 リストアを実行する前に、そのデータベースの元の場所のディ

レクトリがデスティネーション ファームに存在することを確認してください。 
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7. 別の場所にリストアする場合、［ファイルを元の場所にリストア］チェック ボックスをオ

フにして、［Windows システム］ オブジェクトを展開し、リストア先のサーバを展開し、

［Microsoft SharePoint 2010 - データベース レベル］オブジェクトを選択します。 

注： 別の場所にリストアする場合は、リストア先としてファーム オブジェクトを選択

する必要があります。  

9  

8. ツールバーの［サブミット］をクリックします。 ［リストア環境設定］ダイアログ ボックス

に必要な情報を入力します。 

別の場所にリストアする場合、［セキュリティ］ダイアログ ボックスが表示された後で、

リストア先のサーバのユーザ名とパスワードを入力し、［OK］をクリックします。 
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9. ［セッション ユーザ名およびパスワード］ダイアログ ボックスが開いたら、リストア先

のユーザ名とパスワードを確認または変更します。 ユーザ名やパスワードを変更

するには、セッションを選択し、［編集］ボタンをクリックします。変更を行い、［OK］を

クリックします。 

注： ユーザ名は以下のフォーマットで入力する必要があります。 

<ドメイン>\<ユーザ名> 

10. ［OK］をクリックします。 

11. ［ジョブのサブミット］ダイアログ ボックスが開きます。［即実行］を選択して今すぐ

ジョブを実行するか、［実行日時指定］を選択してジョブを実行する予定の日時を選

択します。 

12. ジョブの説明を入力し、［OK］をクリックします。 

重要： リストアの実行後、Internet Information Services （IIS）を再起動する必要がありま

す。 
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SharePoint 2010 のドキュメント レベルのリストア オプション ダイア

ログ ボックス 

ドキュメント レベルのリストア ジョブを作成する場合、［ドキュメント レベル］タブを使用

してリストア オプションを指定し、ジョブをカスタマイズすることができます。  

ソースを選択し、［エージェント オプション］をクリックします。 ［Agent for Microsoft 

SharePoint 2010 のリストア オプション］ダイアログ ボックスが開きます。 ［ドキュメント 

レベル］タブを選択し、リストアを実行するためのオプションを設定します。 

 

SharePoint 2010 のドキュメント レベルのリストア オプション ダイアログ ボックスには、

以下のオプションがあります。 

含めるバージョン 

ドキュメント バージョンに基づいてどのコンテンツをリストアするかを指定します。 

– 最後のメジャー バージョン - 最後のメジャー バージョンのコンテンツを含め

ます。 
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– 最後のメジャーおよびマイナー バージョン - 最後のメジャーおよびマイナー 

バージョンのコンテンツを含めます。 

– 現在のバージョン - 最新のバージョンのコンテンツを含めます。  

– すべてのバージョン（デフォルト） - すべてのバージョンのコンテンツを含めま

す。 

含めるセキュリティ 

ユーザおよびセキュリティ グループ情報がリストアされるかどうかを指定します。 

– すべて（デフォルト） - ユーザ メンバシップおよび役割の割り当てを含めます。

これには、「Web デザイナ」などの標準の役割と、標準の役割を元に作成され

たカスタムの役割が含まれます。 各オブジェクトの ACL がマイグレートされま

す。  

また、DAP または LDAP サーバに定義されたユーザ情報が含まれます。 

– WSS のみ - ユーザ メンバシップおよび役割の割り当てを含めます。これに

は、「Web デザイナ」などの標準の役割と、標準の役割を元に作成されたカス

タムの役割が含まれます。 各オブジェクトの ACL がマイグレートされます。  

DAP または LDAP サーバに定義されたユーザ情報は含まれません。 

– なし - ユーザまたはグループ情報はマイグレートされません。 

バージョンの更新 

リストア時にリストア先でバージョン管理がどのように行われるかを指定します。 

– 追加（デフォルト） - デスティネーションのバージョンに追加します。 

– 無視 - バージョン管理を無視して、更新されたファイルをインポートします。 

– 上書き - 既存のバージョンを削除し、新規バージョンとしてインポートします。 

一時利用の SQL Server インスタンス詳細 

SQL Server インスタンスにエージェントを接続します。 

– サーバ名 - SQL Server のホスト名およびインスタンス名です。 

– データ ファイルの場所 - この場所は、データベース バックアップ ダンプを 

SQL インスタンスにリストアする際にデータベース ファイルの保存場所として

使用されます。 これは、SQL インスタンスをホストするサーバ上のローカル パ

スである必要があります。また、既存のパスを指定する必要があります。 

注： SQL Server インスタンスには、データ ファイルの場所へのアクセス権限

がある必要があります。 

– 認証 - この SQL インスタンスの認証の種類です。 SQL Server への接続に

使用する認証の種類を選択します。  

– Windows 認証（デフォルト） - 接続に使用するユーザ名およびパスワードを

入力できます。 
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– SQL Server 認証 - SQL Server 認証モードです。 ログインおよびパスワード

を入力する必要があります。 

注： 一時利用の SQL Server のバージョンは、Microsoft SharePoint データベー

ス サーバのバージョンと同じである必要があります。  
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［SharePoint 2010 Agent リストア環境設定］ダイアログ ボックス 

別の場所へのドキュメント レベル リストアを実行する際には、［SharePoint 2010 Agent 

リストア環境設定］ダイアログ ボックスを設定する必要があります。  

リストア マネージャの［デスティネーション］タブを選択した後、ツールバーの［サブミッ

ト］をクリックします。 ［SharePoint 2010 Agent リストア環境設定］ダイアログ ボックスが

開きます。 

 

以下のパラメータの情報を入力する必要があります。 

デスティネーション サイトのフル URL 

サイト コレクションのリストア先のデスティネーションを指定します。 

所有者ログイン 

新しいサイト コレクションの所有者の詳細を指定します。 デスティネーション サイ

ト コレクションが存在しない場合、このユーザ アカウントを使用してデスティネー

ション サイト コレクションを作成できます。 

所有者電子メール 

新しいサイト コレクションの所有者の詳細を指定します。 
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デスティネーション サイト コレクションが存在しない場合、このユーザ アカウントを

使用してデスティネーション サイト コレクションを作成できます。 
 

ドキュメント レベル リストアのデスティネーション フォルダ 

コンテンツ データベース ノード下のコンポーネントはすべてドキュメント レベル コン

ポーネントであると考えられます。 これらは展開可能です。 リストア デスティネーション

にはまた、「別の場所へのリストア」機能を使用する際に、ドキュメント レベル コンポー

ネントが示されます。 ソース タイプに基づいて、適切なデスティネーションを選択でき

ます。 詳細については以下の表を参照してください。 

  

ソース デスティネーション 

サイト コレクション Web アプリケーション 

サイト サイト コレクション 

リスト サイト 

フォルダ リスト、フォルダ 

ファイル リスト、フォルダ 

ファイルのバージョン リスト、フォルダ 
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SharePoint 2010 で元の場所へのドキュメント レベル リストアを実

行 

CA ARCserve Backup でリストア マネージャを使用してドキュメント レベルのデータ リ

ストアを実行します。 

サイト コレクションを元の場所へリストアする方法 

1. CA ARCserve Backup ホームページで、［クイック スタート］メニューから［リストア］

を選択します。 

［リストア マネージャ］ウィンドウが開きます。 

2. ［リストア マネージャ］ウィンドウから、［ソース］タブのドロップダウン リストで［ツリー

単位］を選択します。 

3. ディレクトリ ツリーから、Windows システム オブジェクトを展開し、データベース 

ノードの下のサイト コレクション、サイト、リストおよびリスト項目を含むファームを展

開し、ファーム オブジェクトを選択します。 

 

4. このジョブに含める各ファーム オブジェクトを右クリックし、［エージェント オプショ

ン］を選択してリストア オプションを選択します。 

5. ［デスティネーション］タブをクリックします。 元の場所（デフォルトの場所）へのデー

タベース オブジェクトのリストアを選択できます。 

6. ツールバーの［サブミット］をクリックします。  
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7. ［セッション ユーザ名およびパスワード］ダイアログ ボックスが開いたら、リストア先

のユーザ名とパスワードを確認または変更します。 ユーザ名やパスワードを変更

するには、セッションを選択し、［編集］ボタンをクリックします。変更を行い、［OK］を

クリックします。 

8. ［OK］をクリックします。 

9. ［ジョブのサブミット］ダイアログ ボックスが開きます。［即実行］を選択して今すぐ

ジョブを実行するか、［実行日時指定］を選択してジョブを実行する予定の日時を選

択します。 

10. ジョブの説明を入力し、［OK］をクリックします。 

サイト コレクションがリストアされます。 

 
 

SharePoint 2010 で別の場所へのドキュメント レベル リストアの実

行 

CA ARCserve Backup でリストア マネージャを使用してドキュメント レベルのデータ リ

ストアを実行します。 

別の場所へサイト コレクションをリストアする方法 

1. CA ARCserve Backup ホームページで、［クイック スタート］メニューから［リストア］

を選択します。 

［リストア マネージャ］ウィンドウが開きます。 

2. ［リストア マネージャ］ウィンドウから、［ソース］タブのドロップダウン リストで［ツリー

単位］を選択します。 
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3. ディレクトリ ツリーから、Windows システム オブジェクトを展開し、データベース 

ノードの下のサイト コレクション、サイト、リストおよびリスト項目を含むファームを展

開し、ファーム オブジェクトを選択します。 

 

4. このジョブに含める各ファーム オブジェクトを右クリックし、［エージェント オプショ

ン］を選択してリストア オプションを選択します。 

5. ［デスティネーション］タブをクリックします。 データベース オブジェクトを別の場所

にリストアすることができます。 別の場所の詳細については、「ドキュメント レベル 

リストアのデスティネーション フォルダ（56 ページ）」を参照してください。 
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6. ツールバーの［サブミット］をクリックします。  

［SharePoint 2010 Agent リストア環境設定］ダイアログ ボックスが開きます。 
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7. ［SharePoint 2010 Agent リストア環境設定］ダイアログ ボックスに、ドキュメント レベ

ルのリストアに必要な情報を入力します。 

8. ［セッション ユーザ名およびパスワード］ダイアログ ボックスが開いたら、リストア先

のユーザ名とパスワードを確認または変更します。 ユーザ名やパスワードを変更

するには、セッションを選択し、［編集］ボタンをクリックします。変更を行い、［OK］を

クリックします。 

9. ［OK］をクリックします。 

10. ［ジョブのサブミット］ダイアログ ボックスが開きます。［即実行］を選択して今すぐ

ジョブを実行するか、［実行日時指定］を選択してジョブを実行する予定の日時を選

択します。 

11. ジョブの説明を入力し、［OK］をクリックします。 

サイト コレクションがリストアされます。 
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第 6 章： SharePoint 2007 システムのリスト

ア 
 

この章では、SharePoint 2007 システムのデータのリストアについて説明します。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

リストアの概要（63 ページ） 

データベース レベルのリストア セット（64 ページ） 

SharePoint 2007 のデータベース レベル リストア オプション ダイアログ ボックス（65 

ページ） 

データベース レベルのリストアの前提条件（68 ページ） 

データベース レベルのデータ リストアの実行（70 ページ） 

SharePoint 2007 のドキュメント レベルのリストア オプション ダイアログ ボックス（74 

ページ） 

SharePoint 2007 のドキュメント レベル リストアの実行（78 ページ） 

SharePoint 2007 の別の場所へのドキュメント レベル リストアの実行（80 ページ） 

Agent for Microsoft SharePoint Server の制限（82 ページ） 
 

リストアの概要 

以下のセクションでは、リストアを行う前に満たす必要のある前提条件、CA ARCserve 

Backup Agent for Microsoft SharePoint Server の機能、およびデータベース レベルと

ドキュメント レベルのリストアを行う手順について説明します。 
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データベース レベルのリストア セット 

SharePoint Server をリストアするには、すべてのセッションをリストアする必要があります。

これらのセッションをすべて合わせると、データを完全にリストアできます。 これらのセッ

ションを「リストア セット」と呼び、以下のセッションが含まれます。 

 フル バックアップ方式のみを使用した場合、リストア セットには、このフル セッショ

ンのみが含まれます。 

 フル バックアップと差分バックアップの両方を使用した場合、リストア セットには、

フル バックアップ セッションと 1 つの差分バックアップ セッションが含まれます。 

たとえば、以下のバックアップ シナリオでは、リストア セットはフルと差分 1、フルと

差分 2、フルと差分 3、またはフルと差分 4 となります。 

 

 差分バックアップからリストアする場合、差分バックアップ セッションのみを選択す

る必要があります。 CA ARCserve Backup では、前のフル バックアップを自動的

に検索してから、フル バックアップおよび選択した差分バックアップのセッションの

両方を検索します。 
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SharePoint 2007 のデータベース レベル リストア オプション ダイ

アログ ボックス 

リストア ジョブを作成する場合、ジョブをカスタマイズするリストア オプションを指定でき

ます。  

データベース レベルのリストア オプションを設定するには、ファーム オブジェクトを右

クリックして、［エージェント オプション］をクリックします。 ［Agent for Microsoft 

SharePoint 2007 のリストア オプション］ダイアログ ボックスが開きます。 

 

［Agent for Microsoft SharePoint 2007 のリストア オプション］タブには、以下のオプショ

ンがあります。 

デフォルトのリストア ダンプの場所 

リストアの場所から、CA ARCserve Backup は、SharePoint サーバに保存する前に

データを一時的に保存する場所がわかります。  

注： リストア オプションを使用してリストアの場所を設定する場合、［Agent 設定］

オプションを使用して設定した場所は適用されません。 以下のリストア ダンプの場

所から選択できます。 
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– エージェントのデフォルト設定を使用する - デフォルトで有効になっています。

このオプションによって、エージェントの設定時に選択した場所を利用できま

す。 

– CA ARCserve Backup サーバ - SharePoint データを CA ARCserve Backup 

の共有フォルダにリストアします。 

– CA ARCserve Agent for Microsoft SharePoint - SharePoint データを 

SharePoint エージェントがインストールされている共有フォルダにリストアしま

す。  

– その他（NAS、ファイル）のサーバ名 - SharePoint データを NAS サーバまた

はファイル サーバ上の指定された共有フォルダにリストアします。  

注： IP アドレスではなく、ホスト名を指定する必要があります。 

リストア ダンプのパス 

– 共有名 - デフォルトのリストア ダンプの場所として［その他（NAS、ファイル）の

サーバ名］を選択した場合、データのリストア先のサーバ名を指定する必要が

あります。 フォルダに対する必要な権限が付与されている必要があります。 

注： 共有名の末尾には、特殊文字「$」を使わないでください。 

– 物理パス - リストア ダンプの場所として CA ARCserve サーバまたはエー

ジェントを選択した場合は、データのリストア先のパスを指定する必要がありま

す。 

これらのオプションと設定方法の詳細については、「SharePoint システムでのエージェ

ントの設定」（23 ページ）を参照してください。 
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リストア環境設定 

リストア環境設定を指定するには、リストア マネージャの［サブミット］ボタンを使用しま

す。 

 

このダイアログ ボックスには、以下の情報が含まれます。 

リストアの種類 

リストア後に同じリストア名と場所にすることもでき、別のリストア名と場所にすることも

できます。  

ログイン名とパスワード 

ファーム、Web アプリケーション、および共有サービス プロバイダにログインできる

ように設定できます。 この機密情報は、データをリストアするのに常に必要です。 

名前と場所 

バックアップ ジョブがリストアされた後に新しい名前または場所になるコンポーネン

トが 1 つ以上あるように、名前または場所、またはその両方を設定します。 

異なるコンポーネントの環境設定項目は、名前と場所が異なります。 以下の表には、コ

ンポーネントと環境設定項目をリストします。 

 コンポーネント タイプ 環境設定項目 コメント 

データベース 
 新しいデータベース サーバ名 

 

 データベースをリストアする SQL データ

ベース サーバです。 これはエイリアス名の

場合もあります。 
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 コンポーネント タイプ 環境設定項目 コメント 

 新しいディレクトリ名 

 

 新しいデータベース名 

 SQL データベース ファイルを保存する新し

い物理パスです。 

 リストア後の新しいデータベース名です。 

UserProfileApplication 新しいサーバ名 リストア後の UserProfileApplication の新し

い My Site アドレスです。 

共有検索インデックス 
 新しいサーバ名 

 新しいディレクトリ名 

 Office 検索インデックス サービスが実行さ

れているコンピュータ名です。 

 インデックス ファイルが保存されている新し

い物理パスです。 

Web アプリケーション 
 新しい Web アプリケーションの 

URL 

 

 新しい Web アプリケーション名 

 Web アプリケーションの Web サイトの 

URL 

 IIS に表示される新しい Web アプリケー

ションの名前です。 

 

データベース レベルのリストアの前提条件 

SharePoint Server 2007 でデータベース レベルのリストアを実行する前に、次の要件を

満たす必要があります。 

 Windows SharePoint Services Administrative サービスおよび Windows 

SharePoint Services Timer サービスがすべてのフロントエンド Web サーバおよび

アプリケーション サーバで実行中であることを確認します。 

 スタンドアロンのインストールではタイマ サービスを再起動します。 
 

 検索サービスおよびインデックスを新しい場所にリストアする場合は、リストアの開始

前に検索サービスが実行中であることを確認します。 

 Web アプリケーションのすべてのコンテンツ データベースに一意の名前が付いて

いることを確認します。 2 つの Web アプリケーションが同じ名前のデータベース

を使用している場合、リストアすると、2 番目のデータベースのデータが最初の

データベースのデータで上書きされます。  
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 同時に複数のリストアを実行しないようにしてください。 

 ファーム内のすべてのサーバが同じタイム ゾーンおよび夏時間を使用していること

を確認してください。 

 スタンドアロン インストールでは、リストア ジョブを実行する前に、以下のアカウント

をローカルの管理者グループに追加してください。 リストア ジョブが完了したら、こ

れらのアカウントを削除してください。  

 NT AUTHORITY¥LOCAL SERVICE 

 NT AUTHORITY¥NETWORK SERVICE 

ローカルの Administrators グループにアカウントを追加する方法 

1. ［コントロール パネル］ - ［管理ツール］ - ［コンピュータの管理］ - ［システム 

ツール］ - ［ローカル ユーザーとグループ］ - ［グループ］ - ［Administrators］を

選択します。  

2. ［追加］をクリックします。 

3. 「NETWORK SERVICE」および「 LOCAL SERVICE」と入力します。 

4. ［OK］をクリックします。  
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データベース レベルのデータ リストアの実行 

CA ARCserve Backup でバックアップ マネージャを使用し、データベース レベルの

データ リストアを実行します。 

重要： コンテンツ データベースの名前はすべて一意にしてください。 コンテンツ 

データベースをリストアする前に、そのデータベースの名前が他の Web アプリケーショ

ンで使用されていないことを確認してください。 ［セッション単位］方式を使用してコンテ

ンツ データベースをリストアする際、同じデータベース名が 2 つの異なるアプリケー

ションで使用されていると、データベースのリストア ジョブは「成功」と表示されますが、2 

番目のアプリケーションでデータベースの内容を上書きしてしまいます。 

SharePoint Server 2007 データベースをリストアする方法 

1. CA ARCserve Backup ホーム画面の［クイック スタート］メニューから［リストア］を選

択します。 

［リストア マネージャ］ウィンドウが開きます。 

2. ［リストア マネージャ］ウィンドウから、［ソース］タブのドロップダウン リストで［ツリー

単位］を選択します。 

注： データベース レベルのリストアでは［ツリー単位］と［セッション単位］の両方が

サポートされています。 

 



データベース レベルのデータ リストアの実行 

 

第 6 章： SharePoint 2007 システムのリストア  71  

 

Microsoft SharePoint 2007 Agent の下 - データベース レベルのノードに複数の

ファーム オブジェクトがあることがあります。  

シングル バックアップ ジョブのファームの下で複数のコンポーネントを選択する場

合、複数のファーム オブジェクトが表示されます。 各ノードは、バックアップする選

択されたコンポーネントと関連付けられます。 たとえば、Web アプリケーションおよ

び SharePoint プロバイダ サービスを選択する場合は、2 つのファーム オブジェ

クトが生成されます。 1 つのファーム オブジェクトには Web アプリケーションがあ

り、もう 1 つのファーム オブジェクトには  SharePoint Provider サービスがありま

す。 

同じファームまたはコンポーネントを複数回バックアップする場合は、このコンポー

ネントの最新バックアップを表示するファーム オブジェクトのみが表示されます。 
 

3. ディレクトリ ツリーから、 ［Windows システム］オブジェクトを展開して、バックアッ

プしたデータベースを含むファームを展開し、ファーム オブジェクトを選択します。 
 

4. 最新バックアップがリストア対象のバックアップではない場合は、以下の図のように、

［バージョン履歴］をクリックしてリストアするバージョンを選択し、［選択］をクリックし

ます。 

 

注： ［バージョン履歴］は SharePoint 2007 データベース レベルのオブジェクトお

よびファーム オブジェクトで有効で、選択したコンポーネントのバックアップ履歴が

表示されます。 SharePoint 2007 では、ID をベースにした一意のファーム コン

ポーネントを識別します。 この ID は、コンポーネントの名前が変更されている場

合でも、変更されません。 
 

5. このジョブに含める各ファーム オブジェクトを右クリックし、［エージェント オプショ

ン］を選択してリストア オプションを選択します。 リストア オプションの詳細につい

ては、「SharePoint 2007 のデータベース （65 ページ）レベルのリストア オプション 

ダイアログ ボックス」を参照してください。 

6. ［デスティネーション］タブをクリックします。 データベース オブジェクトは元の場所

（デフォルト）、または別の場所にリストアすることができます。 
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7. 別の場所にリストアする場合、［ファイルを元の場所にリストア］チェック ボックスをオ

フにして、［Windows システム］ オブジェクトを展開し、リストア先のサーバを展開し、

［Microsoft SharePoint 2007 - データベース レベル］オブジェクトを選択します。 

注： 別の場所にリストアする場合は、リストア先としてファーム オブジェクトを選択

する必要があります。  

 

8. ツールバーの［サブミット］をクリックします。 ［リストア環境設定］ダイアログ ボックス

に必要な情報を入力します。 

別の場所にリストアする場合、［セキュリティ］ダイアログ ボックスが表示された後で、

リストア先のサーバのユーザ名とパスワードを入力し、［OK］をクリックします。 
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9. ［セッション ユーザ名およびパスワード］ダイアログ ボックスが開いたら、リストア先

のユーザ名とパスワードを確認または変更します。 ユーザ名やパスワードを変更

するには、セッションを選択し、［編集］ボタンをクリックします。変更を行い、［OK］を

クリックします。 

注： ユーザ名は以下のフォーマットで入力する必要があります。 

<ドメイン>\<ユーザ名> 

10. ［OK］をクリックします。 

11. ［ジョブのサブミット］ダイアログ ボックスが開きます。［即実行］を選択して今すぐ

ジョブを実行するか、［実行日時指定］を選択してジョブを実行する予定の日時を選

択します。 

12. ジョブの説明を入力し、［OK］をクリックします。 

重要： リストアの実行後、Internet Information Services （IIS）を再起動する必要がありま

す。 
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SharePoint 2007 のドキュメント レベルのリストア オプション ダイア

ログ ボックス 

ドキュメント レベルのリストア ジョブを作成する場合、［ドキュメント レベル］タブを使用

してリストア オプションを指定し、ジョブをカスタマイズすることができます。 

ソースを選択し、［エージェント オプション］をクリックします。 ［Agent for Microsoft 

SharePoint 2007 のリストア オプション］ダイアログ ボックスが開きます。 ［ドキュメント 

レベル］タブを選択し、オプションを設定します。 

 

［Agent for Microsoft SharePoint 2007 のリストア オプション］ダイアログ ボックスには、

以下のオプションが含まれます。 

含めるバージョン 

ドキュメント バージョンに基づいてどのコンテンツをリストアするかを指定します。 

– 最後のメジャー バージョン - 最後のメジャー バージョンのコンテンツを含め

ます。 

– 最後のメジャーおよびマイナー バージョン - 最後のメジャーおよびマイナー 

バージョンのコンテンツを含めます。 

– 現在のバージョン - 最新のバージョンのコンテンツを含めます。  

– すべてのバージョン（デフォルト） - すべてのバージョンのコンテンツを含めま

す。 

含めるセキュリティ 
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ユーザおよびセキュリティ グループ情報がリストアされるかどうかを指定します。 

– すべて（デフォルト） - ユーザ メンバシップおよび役割の割り当てを含めます。

これには、「Web デザイナ」などの標準の役割と、標準の役割を元に作成され

たカスタムの役割が含まれます。 各オブジェクトの ACL がマイグレートされま

す。  

また、DAP または LDAP サーバに定義されたユーザ情報が含まれます。 

– WSS のみ - ユーザ メンバシップおよび役割の割り当てを含めます。これに

は、「Web デザイナ」などの標準の役割と、標準の役割を元に作成されたカス

タムの役割が含まれます。 各オブジェクトの ACL がマイグレートされます。  

DAP または LDAP サーバに定義されたユーザ情報は含まれません。 

– なし - ユーザまたはグループ情報はマイグレートされません。 

バージョンの更新 

リストア時にリストア先でバージョン管理がどのように行われるかを指定します。 

– 追加（デフォルト） - デスティネーションのバージョンに追加します。 

– 無視 - バージョン管理を無視して、更新されたファイルをインポートします。 

– 上書き - 既存のバージョンを削除し、新規バージョンとしてインポートします。 

一時利用の SQL Server インスタンス詳細 

SQL Server インスタンスにエージェントを接続します。 

– サーバ名 - SQL Server のホスト名およびインスタンス名です。 

– データ ファイルの場所 - この場所は、データベース バックアップ ダンプを 

SQL インスタンスにリストアする際にデータベース ファイルの保存場所として

使用されます。 これは、SQL インスタンスをホストするサーバ上のローカル パ

スである必要があります。また、既存のパスを指定する必要があります。 

注： SQL Server インスタンスには、データ ファイルの場所へのアクセス権限

がある必要があります。 

– 認証 - この SQL インスタンスの認証の種類です。 SQL Server への接続に

使用する認証の種類を選択します。  

– Windows 認証（デフォルト） - 接続に使用するユーザ名およびパスワードを

入力できます。 

– SQL Server 認証 - SQL Server 認証モードです。 ログインおよびパスワード

を入力する必要があります。 

注： 一時利用の SQL Server のバージョンは、Microsoft SharePoint データベース 

サーバのバージョンと同じである必要があります。  
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［SharePoint 2007 Agent リストア環境設定］ダイアログ ボックス 

別の場所へのドキュメント レベル リストアを実行する際には、［SharePoint 2007 Agent 

リストア環境設定］ダイアログ ボックスを設定する必要があります。  

リストア マネージャの［デスティネーション］タブを選択した後、ツールバーの［サブミッ

ト］をクリックします。 ［SharePoint 2007 Agent リストア環境設定］ダイアログ ボックスが

開きます。 

 

以下のパラメータの情報を入力する必要があります。 

デスティネーション サイトのフル URL 

サイト コレクションのリストア先のデスティネーションを指定します。 

所有者ログイン 

新しいサイト コレクションの所有者の詳細を指定します。 デスティネーション サイ

ト コレクションが存在しない場合、このユーザ アカウントを使用してデスティネー

ション サイト コレクションを作成できます。 

所有者電子メール 
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新しいサイト コレクションの所有者の詳細を指定します。 

デスティネーション サイト コレクションが存在しない場合、このユーザ アカウントを

使用してデスティネーション サイト コレクションを作成できます。 
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SharePoint 2007 のドキュメント レベル リストアの実行 

CA ARCserve Backup でリストア マネージャを使用してドキュメント レベルのデータ リ

ストアを実行します。 

サイト コレクションを元の場所へリストアする方法 

1. CA ARCserve Backup ホームページで、［クイック スタート］メニューから［リストア］

を選択します。 

［リストア マネージャ］ウィンドウが開きます。 

2. ［リストア マネージャ］ウィンドウから、［ソース］タブのドロップダウン リストで［ツリー

単位］を選択します。 

3. ディレクトリ ツリーから、Windows システム オブジェクトを展開し、データベース 

ノードの下のサイト コレクション、サイト、リストおよびリスト項目を含むファームを展

開し、ファーム オブジェクトを選択します。 

4. このジョブに含める各ファーム オブジェクトを右クリックし、［エージェント オプショ

ン］を選択してリストア オプションを選択します。 

5. ［デスティネーション］タブをクリックします。 元の（デフォルト）場所へデータベース 

オブジェクトをリストアできます。 

 

6. ツールバーの［サブミット］をクリックします。  

7. ［セッション ユーザ名およびパスワード］ダイアログ ボックスが開いたら、リストア先

のユーザ名とパスワードを確認または変更します。 ユーザ名やパスワードを変更

するには、セッションを選択し、［編集］ボタンをクリックします。変更を行い、［OK］を

クリックします。 

［OK］をクリックします。 
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8. ［ジョブのサブミット］ダイアログ ボックスが開きます。［即実行］を選択して今すぐ

ジョブを実行するか、［実行日時指定］を選択してジョブを実行する予定の日時を選

択します。 

9. ジョブの説明を入力し、［OK］をクリックします。 

サイト コレクションがリストアされます。 
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SharePoint 2007 の別の場所へのドキュメント レベル リストアの実

行 

CA ARCserve Backup でリストア マネージャを使用してドキュメント レベルのデータ リ

ストアを実行します。 

サイト コレクションを元の場所または別の場所へリストアする方法 

1. CA ARCserve Backup ホームページで、［クイック スタート］メニューから［リストア］

を選択します。 

［リストア マネージャ］ウィンドウが開きます。 

2. ［リストア マネージャ］ウィンドウから、［ソース］タブのドロップダウン リストで［ツリー

単位］を選択します。 

3. ディレクトリ ツリーから、Windows システム オブジェクトを展開し、データベース 

ノードの下のサイト コレクション、サイト、リストおよびリスト項目を含むファームを展

開し、ファーム オブジェクトを選択します。 

4. このジョブに含める各ファーム オブジェクトを右クリックし、［エージェント オプショ

ン］を選択してリストア オプションを選択します。 

5. ［デスティネーション］タブをクリックし、デスティネーションとしてファーム オブジェク

トを選択します。 別の場所の詳細については、「ドキュメント レベル リストアのデス

ティネーション フォルダ（56 ページ）」を参照してください。 

 

注： 別の場所にリストアする場合は、リストア先としてファーム オブジェクトを選択

する必要があります。 

6. ツールバーの［サブミット］をクリックします。 ［リストア環境設定］ダイアログ ボックス

に必要な情報を入力します。 
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7. ［セッション ユーザ名およびパスワード］ダイアログ ボックスが開いたら、リストア先

のユーザ名とパスワードを確認または変更します。 ユーザ名やパスワードを変更

するには、セッションを選択し、［編集］ボタンをクリックします。変更を行い、［OK］を

クリックします。 

［OK］をクリックします。 

8. ［ジョブのサブミット］ダイアログ ボックスが開きます。［即実行］を選択して今すぐ

ジョブを実行するか、［実行日時指定］を選択してジョブを実行する予定の日時を選

択します。 

9. ジョブの説明を入力し、［OK］をクリックします。 

サイト コレクションがリストアされます。 
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Agent for Microsoft SharePoint Server の制限 

Agent for Microsoft SharePoint Server は、SharePoint システム用のドキュメント レベル

のリストア処理またはより細かいレベルのリストア処理のうちのいくつかを実行できません。 

このエージェントでは、以下をリストアすることはできません。 

 環境設定またはアプリケーション データ。 そのため、Web アプリケーションまたは

アプリケーション ページ用に開発されたバイナリはリストアできません。 

 カスタマイズされたサイト定義、リスト定義、コンテンツ タイプ定義、フィールド定

義。 

 アラート、監査証跡、変更ログ履歴、チェックイン/チェックアウト状態のアイテム、ご

み箱のアイテム、ごみ箱の状態、セキュリティ状態、ワークフロー タスクおよびワー

クフロー状態。 

 外部 BLOB ストア（EBS）。 

 別の場所への調査リストなどのリスト項目。 調査全体のリストアのみ実行できます。 

 ルート Web サイト。 

 チーム ディスカッションおよび PKI リスト などの項目バージョン。 

他の制限 

 ファイルに 1 つしかバージョンがなく、それがチェックアウト状態の場合、エージェ

ントはこのファイルをリストアできません。 

 リスト/サイト/サイト コレクションの元の場所へのリストアでは、ごみ箱からリスト項目

をリストアしません。 ただし、以下の手順を実行してリストアを試行することができま

す。 

a. サイト レベルおよびサイト コレクション レベルの両方でごみ箱を空にします。 

b. これらのリスト項目を別々にリストアします。  

注： リストにはドキュメント ライブラリが含まれません。 

 2 つの異なるドメイン間ではセキュリティ設定の互換性がないため、あるドメインから

別のドメインへリストアを行うことはお勧めしません。 

重要： オブジェクト、リスト項目やフォルダ、リスト、または Web を元の場所にリストアす

る場合、オブジェクトの親の場所が存在することを確認する必要があります。  
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第 7 章： 推奨事項 
 

このセクションでは、SharePoint 2007 システムで caab> Agent for Microsoft SharePoint 

Server を使用する際の推奨事項について説明します。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

適切な場所の選択方法（83 ページ） 

ダンプの場所へのアクセス権の設定（84 ページ） 
 

適切な場所の選択方法 

バックアップおよびリストアの両方にとって適切な場所を選択する必要があります。 以

下の考慮点が適用されます。 

 ディスク上の空き容量 - The Agent for SharePoint 2007 は、バックアップおよびリス

トア中にダンプの場所でデータを保存します。 バックアップするコンポーネントす

べてを保持するのに十分なディスク容量があることを確認します。 バックアップ 

ジョブに必要なディスク容量を確認したい場合は、バックアップ マネージャを開い

て、バックアップするコンポーネントを選択して、必要なディスク容量を確認します。 
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 使用可能なネットワーク帯域幅 - ネットワーク トラフィックおよびかかるコストによっ

て、差分ダンプの場所の使用可能なネットワーク帯域幅を選択する必要があります。 

以下の点を考慮してください。 

– CA ARCserve Server は、データを 1 度だけ転送するため、あまりコストがか

かりません。 

– CA ARCserve SharePoint Agent （ローカル マシン）およびその他（NAS、File）

サーバ名は、データを 2 度転送することがあるので、コストがかかります。 

 ARCserve Server および SharePoint 2007 Agent の場所 - CA ARCserve 

SharePoint Agentt （ローカル マシン）およびその他（NAS、File）サーバ名は、以下

の 4 つのシナリオをすべてサポートします。 

– エージェントおよびサーバは、1 つのウィンドウ ドメインにインストールされま

す。 

– エージェントおよびサーバは、2 つの異なるドメインにインストールされ、ドメイ

ンはもう 1 つのドメインを信頼します。 

– エージェントおよびサーバは、異なる Windows ドメインにインストールされ、信

頼関係はありません。 

– エージェントまたはサーバの片方がワークグループにインストールされ、もう片

方はドメインにインストールされます。 

注： CA ARCserve Server は、上記の最初の 2 つのシナリオのみをサポートしま

す。 
 

ダンプの場所へのアクセス権の設定 

以下の表内のアカウントは、共有フォルダにアクセスできます。 

  

アカウント バックアップに関するダンプの場所の

アクセス権 

バックアップに関するダンプの場所の

アクセス権 

データベース サーバの SQL 

アカウント 

フル コントロール以外のすべてのアク

セス権 

読み取り権限 

タイマ サービス アカウント フル コントロール以外のすべてのアク

セス権 

読み取り権限 

セントラル管理プール アカウン

ト 

フル コントロール以外のすべてのアク

セス権 

フル コントロール以外のすべてのアク

セス権 
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データベース サーバの SQL アカウントがローカル システム上にある場合は、必要な

権限を SQL サーバ コンピュータに付与する必要があります。 共有フォルダへのアク

セス権を割り当てられているユーザを確認したい場合は、バックアップ マネージャを開

き、アカウントを選択して、共有フォルダへのアクセス権のあるユーザのリストを確認しま

す。 
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付録 A: エージェントによって使用される 

Microsoft SharePoint Server の機能 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

Microsoft SharePoint Server 2010 の機能（88 ページ） 

Microsoft SharePoint 2010 データ（89 ページ） 

Microsoft SharePoint Server 2007 の機能（91 ページ） 

Microsoft SharePoint 2007 データ（91 ページ） 
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Microsoft SharePoint Server 2010 の機能 

エージェントでサポートされる SharePoint Server 2010 ファーム コンポーネントは以下

のとおりです。 

 Web Application 

 Single Sign-On （SSO）database 

 Windows SharePoint Services Help Search 

 Global Search settings 

 Secure Store Service 

 Office SharePoint Server State Service 

 Managed Metadata Web Service 

 Web Analytics Web Service 

 People 

 Microsoft.SharePoint.BusinessData.SharedService.BdcService 

 Excel Calculation Service 

 Word Conversion Service 

 Access Service 

 Microsoft.Office.Server.Administration.UserProfileServiceProxy 

 Microsoft.Office.SecureStoreService.Server.SecureStoreServiceProxy 

 Managed Metadata Web Service Proxy 

 Microsoft.Office.Server.WebAnalytics.Administration.WebAnalyticsServiceProxy 

 Word Conversion Service 

 Search Service Application Proxy Collection 

 Microsoft.SharePoint.BusinessData.SharedService.BdcServiceProxy 

 Office SharePoint Server State Service Proxy 

 InfoPath Forms Services 

 Visio Graphics Service 

 Search Service Application 
 



Microsoft SharePoint 2010 データ 
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Microsoft SharePoint 2010 データ 

Agent for Microsoft SharePoint Server は、以下の SharePoint データのバックアップを

サポートします。 

 SharePoint Server ファーム 

 Web Application 

 Web Application コンテンツ データベース 

 Single Sign-On データベース 

 Windows SharePoint Services Help Search 

 Global Search Settings 

 Secure Store Service 

 Secure Store Service Application 

 Office SharePoint Server State Service 

 Managed Metadata Web Service 

 Managed Metadata Service Application 

 Web Analytics Web Service 

 Web Analytics Service Application 

 Web Analytics Stager Database 

 Web Analytics Warehouse Database 

 People 

 Microsoft.Office.Server.Administration.UserProfileApplication 

 Microsoft.SharePoint.BusinessData.SharedService.BdcService 

 Business Data Catalog Service Application 

 Excel Calculation Service 

 Excel Services Web Service Application 

 Word Conversion Service 

 Word Conversion Service Application 

 Access Service 

 Access Services Application 

 Microsoft.Office.Server.Administration.UserProfileServiceProxy 

 Microsoft.Office.Server.Administration.UserProfileApplicationProxy 

 Microsoft.Office.SecureStoreService.Server.SecureStoreServiceProxy 

 Secure Store Service Application Proxy 
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 Managed Metadata Web Service Proxy 

 Managed Metadata Web Service Application Proxy 

 Microsoft.Office.Server.WebAnalytics.Administration.WebAnalyticsServiceProxy 

 Microsoft.Office.Server.WebAnalytics.Administration.WebAnalyticsServiceApplica

tionProxy 

 Word Conversion Service 

 Word Conversion Service Application 

 Search Service Application Proxy Collection 

 Search Service Application Proxy 

 Microsoft.SharePoint.BusinessData.SharedService.BdcServiceProxy 

 Business Data Catalog Service Application Proxy 

 Office SharePoint Server State Service Proxy 

 State Service Application Proxy 

 InfoPath Forms Services 

 InfoPath Forms Services Settings 

 Data Connections 

 Form Templates 

 Exempt User Agents 

 Visio Graphics Service 

 Graphics Service Application 

 Search Service Application 

 Administration Database 

 Property Database 

 Crawl Database 

注： このガイドでは、後方互換性ドキュメント ライブラリ、シングル サインオン（暗号化

キー コンポーネントのみ）、および検索インデックスは、データベース以外のデータとし

て分類されており、SharePoint データベースのデータと区別しています。 

ファイル システムのバックアップを使用して、フロントエンド Web サーバに保存されて

いる設定ファイルおよびカスタマイズしたテンプレートを保護する必要があります。 エー

ジェントは、以下のファイルに対するサポートは提供しません。 

 IIS（Internet Information Server）メタベース 

 SharePoint の拡張仮想サーバ ルート ディレクトリ 

 カスタム Web パート アセンブリ 

 カスタムの SharePoint テンプレートおよび構成ファイル 
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 SharePoint サイトで使用されるすべてのアドオン ソフトウェア 

これらの情報は、CA ARCserve Backup Client Agent for Windows を使用して完全に

保護できます。 このエージェントの使用についての詳細は、「Client Agent ユーザ ガ

イド」を参照してください。 
 

Microsoft SharePoint Server 2007 の機能 

エージェントでサポートされる SharePoint Server 2007 ファーム コンポーネントは以下

のとおりです。 

 Web Application 

 SharePoint Services Provider （関連する検索インデックスを含む） 

 Single Sign-On （SSO）database 

 Windows SharePoint Services Help Search 

 Global Search settings 
 

Microsoft SharePoint 2007 データ 

Agent for Microsoft SharePoint には、Windows システムが必要です。以下の 

SharePoint データのバックアップがサポートされています。 

 SharePoint Server ファーム 

 Web Application 

 Web Application コンテンツ データベース 

 Single Sign-On データベース 

 Windows SharePoint Services Help Search 

 Shared Services Provider 

 Shared Services Provider コンテンツ データベース 

 Global Search Settings 

注： このガイドでは、後方互換性ドキュメント ライブラリ、シングル サインオン（暗号化

キー コンポーネントのみ）、および検索インデックスは、データベース以外のデータとし

て分類されており、SharePoint データベースのデータと区別しています。 

 





 

付録 B: 惨事復旧  93  

 

付録 B: 惨事復旧 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

SharePoint 2010 システム上でのデータベース レベルの惨事復旧の実行方法（93 ペ

ージ） 

SharePoint 2007 システム上でのデータベース レベルの惨事復旧の実行方法（94 ペ

ージ） 
 

SharePoint 2010 システム上でのデータベース レベルの惨事復旧

の実行方法 

ファーム内の 1 つ以上のコンピュータがクラッシュすると、ファーム全体またはいくつか

のコンポーネントが破損することがあります。 障害が発生した場合は、以下の手順に

従って SharePoint データをリストアする必要があります。 

1. コンピュータ上のオペレーティング システムをリストアします。 CA ARCserve 

Backup Disaster Recovery Option は、これらの手順を自動化するオプション製品で

す。 詳細については、「CA ARCserve Backup Disaster Recovery Option ユーザ 

ガイド」を参照してください。 

2. 必要なアプリケーションが操作できることを確認します。 SQL Server は、Microsoft 

SQL Server がインストールされているコンピュータ上で実行する必要があります。 

フロントエンド Web サーバおよびアプリケーション サーバには、SharePoint 2010 

が必要です。 

3. 以下を考慮してください。 

– スタンドアロン サーバ - Microsoft SQL Server 2008 Express 

– 単一サーバ ファームのデータベース サーバ - SQL Server 2008 Express 

4. ファーム全体を復旧する場合は、Microsoft SharePoint 製品とテクノロジ構成ウィ

ザードを使用して新しいファームを作成する必要があります。 SharePoint 製品とテ

クノロジの詳細については、Microsoft のドキュメントを参照してください。 

5. 新規ファームを作成した後は、バックアップ操作を開始する前に、すべてのバック

アップ サービスが SharePoint 2010 Central Admin で実行されていることを確認し

てください。 
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SharePoint 2007 システム上でのデータベース レベルの惨事復旧

の実行方法 

ファーム内の 1 つ以上のコンピュータがクラッシュすると、ファーム全体またはいくつか

のコンポーネントが破損することがあります。 障害が発生した場合は、以下の手順に

従って SharePoint 2007 データをリストアする必要があります。 

1. コンピュータ上のオペレーティング システムをリストアします。 CA ARCserve 

Backup Disaster Recovery Option は、これらの手順を自動化するオプション製品で

す。 詳細については、「Disaster Recovery Option ユーザ ガイド」を参照してくださ

い。 

2. 必要なアプリケーションが操作できることを確認します。 SQL Server は、Microsoft 

SQL Server がインストールされているコンピュータ上で実行する必要があります。 

フロントエンド Web サーバおよびアプリケーション サーバには、SharePoint 2007 

が必要です。 

3. ファーム全体を復旧する場合は、SharePoint 製品とテクノロジ構成ウィザードを使

用して新しいファームを作成する必要があります。 SharePoint 製品とテクノロジの

詳細については、Microsoft のドキュメントを参照してください。 

4. 新しいファームを作成した後で、以下のサービスが SharePoint 2007 Central 

Admin で実行中であることを確認します。 

– Windows SharePoint Services Help Search、Office SharePoint Server Search、

および Excel Calculation Services for SharePoint 2007 Farm 

– Windows SharePoint Services 3.0 Farm 用の Windows SharePoint Services 

Search 
 

5. 新しいファームがスタンドアロン設定の場合は、デフォルトの共有サービス プロバ

イダ（SharedService1）の名前を、元のファームに存在しない新しい名前に変更する

必要があります。 リストアの実行後、共有サービス プロバイダを削除できます。 

6. ファームまたはそのコンポーネントをリストアします。 データベースを SharePoint 

2007 にリストアする方法については、「データベース （70 ページ）レベルのデータ 

リストアの実行」を参照してください。 
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付録 C: Microsoft SQL Server のセキュリ

ティ設定 
 

この付録では、CA ARCserve Backup 用にMicrosoft SQL Server のセキュリティを設

定する方法について説明します。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

Microsoft SQL 認証の種類（95 ページ） 

認証要件（95 ページ） 

Microsoft SQL Server の認証方法の確認と変更（96 ページ） 
 

Microsoft SQL 認証の種類 

Microsoft SQL Server には、次の 2 種類のユーザ認証方法が用意されています。 

 Windows ログイン認証を使用する方法 

 Microsoft SQL Server 固有のユーザ認証を使用する方法  

Microsoft では可能な限り Windows 認証のみを使用するよう推奨していますが、

Microsoft SQL Server 認証の方が適切な場合や、Microsoft SQL Server 認証が必要

な場合があります。 たとえば、データベースがクラスタで実行されている場合には、

Microsoft SQL Server 2000 または 2005 の Microsoft SQL Server 認証を使用する必

要があります。 クラスタの詳細については、Microsoft のマニュアルを参照してくださ

い。 
 

認証要件 

Microsoft SQL Server 認証を使用する場合は、管理者権限を持つユーザ アカウントを

指定する必要があります。 デフォルトでは、Microsoft SQL Server によって管理者権限

を持つ「sa」というアカウントが作成されます。ただし、Agent for Microsoft SharePoint 

Server では、同等の権限を持つアカウントであるならどれでも使用できます。 
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Windows 認証を使用している場合、データベースが実行中のマシンに対して管理者と

同等の権限を持つアカウントは、通常そのデータベースに対するシステム管理者アクセ

ス権限を持っています。 

注： Microsoft SQL Server の BUILTIN¥Administrators ログイン エントリが削除され

ているか、このエントリに管理者権限が含まれていない場合、または管理者権限を持た

ないユーザ用の別の Microsoft SQL Server ログイン エントリがある場合は、そのデー

タベースに対するシステム管理者権限が Windows 管理者またはドメイン管理者に自

動的に付与されることはありません。 
 

Microsoft SQL Server の認証方法の確認と変更 

CA ARCserve Backup を使用して、Microsoft SQL Server 認証方法を確認または変更

することができます。 

Microsoft SQL Server の認証方法の確認と変更の方法 

1. Microsoft SQL Server を実行中のシステムで、Microsoft SQL Server Enterprise 

Manager を開きます。  

2. ［ツリー］ペインで［コンソール ルート］を展開して、該当するデータベース サーバ

を見つけます。 
 

3. そのサーバ名を右クリックしてドロップダウン リストから［プロパティ］を選択します。  

［プロパティ］ダイアログ ボックスが開きます。 
 

4. ［プロパティ］ダイアログ ボックスで［セキュリティ］タブをクリックします。 

5. ［認証］フィールドで、以下のオプションからいずれかを選択します。 

Microsoft SQL Server および Windows 

Microsoft SQL サーバベースの認証を有効にします。 

Windows のみ 

Windows ユーザ名とパスワードのみを有効にします。 

6. ［OK］をクリックします。 

ユーザ認証処理が設定されました。 
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付録 D: トラブルシューティング 
 

CA ARCserve Backup Agent for Microsoft SharePoint Server を使ったバックアップやリ

ストアに関する問題のトラブルシューティングには、以下の情報が用意されています。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

AE9972（97 ページ） 

サイト コレクションを元の場所へリストアできない（97 ページ） 
 

AE9972 

イベント OnRestore において、AE9972 オブジェクト <Component Name> の失敗エ

ラーを受信した場合は、以下のタスクを実行してください。  

1. Windows SharePoint Services Administration として表示される SPAdmin 

Windows サービスを開始します。 

2. SharePoint 3.0 Central Administration Web サイトにアクセスし、［Operations］ - 

［Topology and Services］ - ［Services on Server］を選択します。 

3. エージェント マシン サーバを選択し、［Custom］ラジオ ボックスを選択します。 

4. ［Central Administration］をクリックします。 

5. ［Start］をクリックします。  

6. 失敗したジョブを再実行します。  
 

サイト コレクションを元の場所へリストアできない 

サイト コレクション URL を削除すると、削除された元の場所へサイト コレクションをリ

ストアしても失敗します。 

この処置として以下の手順を実行できます。 

1. 別の場所へのリストアを実行します。  

2. 元の SharePoint Server を選択します。 

3. ［Agent リストア環境設定］ダイアログ ボックスに新しい URL を入力し、リストア プ

ロセスを完了します。 
 

詳細情報： 

SharePoint 2010 で別の場所へのドキュメント レベル リストアの実行（58 ページ） 
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SharePoint 2007 の別の場所へのドキュメント レベル リストアの実行（80 ページ） 
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